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会議録 令和 5年 12 月 5 日(火) 場 所 3 階 第 5 研修室

会 議 名：第 7回総務・経済常任委員会

出席委員：安齋委員長、竹田副委員長、平野委員、東出委員、廣瀬委員、新井田委員

相澤委員、吉田委員、又地委員

欠席委員：なし

会議時間 午前 9時 30 分～午後 4 時 30 分

事 務 局 片 桐、福 田

開 会

１．委員長挨拶

安齋委員長 ただいまから、第 7回総務・経済常任委員会を開会いたします。

ただいまの出席委員は 9名でございます。

よって、委員会条例第 14 条の規定による委員会定足数に達しておりますので、会議は成

立いたしました。

ただちに本日の会議を開きます。

本日の会議次第は、別紙配付のとおりでございます。よろしくお願いいたします。

改めまして皆さん、おはようございます。

12 月に入りまして、なにかと気ぜわしい時期になってまいりました。

お忙しい中お集まりいただきまして、ありがとうございます。

きょうも難しい調査が結構多いので、皆さんの忌憚ない意見のほうを簡潔に出していた

だきますようによろしくお願いいたします。

２．調査事項

＜病院事業・特養事業＞

・病院事業会計及び高齢者介護サービス事業会計の上半期収支状況について

安齋委員長 それでは早速、調査事項に入りたいと思います。

まず、病院事業・特養事業ということで、病院事業の会計及び高齢者介護サービス事業

会計の上半期収支状況についての説明からお願いをしたいと思います。

西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 皆さん、おはようございます。病院事務局長の西山です。

まず私のほうから、病院事業会計の上半期における決算状況の概要についてお話させて

いただき、そのあと詳細につきましては、担当のほうからご説明いたします。
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説明に入る前に、現在の発熱外来の状況について、ご報告させていただいてもよろしい

でしょうか。

11 月中旬まではコロナ感染者が 5 名前後で、多い週でも 10 名を超える感じではあった

んですけれども、それ以降、インフルエンザ感染者が増加しておりまして、11 月 20 日か

ら 12 月 3 日の 2 週間で、インフルエンザ感染者が 69 名という増加傾向にあります。

コロナ感染者につきましても、この 2 週間で 15 名程度と未だ終息の兆しが見えていない

状況となってございます。因みに昨日の発熱外来なんですけれども、26 名来ております。

そのうち、インフルエンザの感染者が 21 名で、コロナ感染者が 2 名ということで、両方

あわせて陽性率が 8 割を超えている状況となってございます。なお、インフルにつきまし

ては、9 割のかたが知内町のかたといういま状況ではあるんですけれども、ただ今後木古

内町のほうにも広がる可能性がございますので、いま一度お気を付けいただければという

ふうに思っております。発熱外来の報告については、以上となります。

それでは、上半期決算の概要について、ご説明いたします。

まず、今年度の上半期において大きな動きの一つといたしましては、5 月 8 日以降新型

コロナウイルス感染症が 2 類相当から 5 類に移行になったということがまず挙げられるか

と思います。この中で、まず基本的には当院の対応としては、感染が終息したわけではあ

りませんので、これまで同様の形で運用を進めているところですけれども、空床確保にお

ける補助金の単価というところも 5 月 8 日以降見直しが図られておりますので、年度末に

はなりますけれども、最終的な収益の部分というのは減少になるというところをまずご承

知おきいただければと思います。

また、費用面においては出張医の確保において、給与費で約 1,200 万円増加、また経費

全体では物価高騰により委託費などで、約 1,400 万円の増加となっております。ここの部

分についてもどうしてもかかる経費というものは出てきますので、その辺についてはいろ

いろ病院内でも協議を図りながら、できるだけ経費を少なめにできるように動いていると

ころではあります。

最終的に全体的に見ますと、昨年度と比較して収支では約 900 万円減少しております。

ただ、入院及び外来件数につきましては、昨年度とほぼ横ばいの状況となっております

ので、あとはコロナの感染、またインフル等が感染が終息することで、また病院内もいま

までどおりの形で、できるだけ新年度から運用に向けて進めていかなければならない状況

もありますので、そういった部分も含めてしっかりと対応をしていきたいと思います。

それでは、詳細につきましては、担当のほうから説明させていただきたいと思います。

安齋委員長 西嶋主査。

西嶋主査 概要につきましては、事務局長からお話したとおりでございますが、私のほう

から具体的な数字について、説明させていただきます。

資料の 3ページをお願いいたします。

まず、上段の部分の入院患者数の状況でございます。

昨年と比較しまして前段にお話したとおり、大きな誤差はない状況となってございます。

5 類に移行されたことに伴いまして入院患者につきましては、若干回復というところも

期待してございましたが、昨年度の状況と比べますと 329 名若干ですが、減っている状況

です。
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外来につきましては、徐々に回復傾向にございまして、昨年と比べまして 200 名ほど増

えている状況となってございます。

次に、支出の状況でございます。

医業費用全体で、前段でもお話ございましたが、5 億 8,303 万 9,149 円ということで、

前年と比較しまして 1,900 万円ほど増加してございます。

増加の主な要因といたしましては、給与費で出張外来の医師にかかる経費等もございま

して、1,200 万円ほど増えてございます。

あと経費につきましても、委託料等々の物価高騰高による光熱費含めて増えている部分

がございまして、1,300 万円ほど増えてございます。

続いて、収益の部分でございます。

医業収益全体では、3 億 9,334 万 2,199 円という状況でございまして、患者数は若干で

すが減ってございますが、収益については前年との比較しますと、800 万円ほどプラスと

いう状況でございます。

ここにつきましては 1 人あたりの患者単価、先ほども言いましたとおり、発熱外来等診

療報酬単価が若干高い部類が多くございまして、1 人あたりの単価が少し上がっている状

況でございます。

収入合計で、4 億 8,507 万 8,279 円ということで、前年度と比較しまして 1,100 万円ほ

ど増えている状況でございます。

歳入歳出差し引きまして、収支の状況でございますが、1 億 594 万 7,435 円ということ

で、赤字の状況でございます。

前年度につきましては 9,600 万円ほどでございましたので、900 万円ほど収支が悪化し

ている状況でございます。

次のページをお願いいたします。

4ページには、具体的な病床使用率、患者の状況を上段のほうに載せてございます。

利用率につきましては、入院患者が減ってございますので、若干減ってございます。

患者数におきましても、外来は若干増えている状況です。

あと、先ほど言いましたけれども、1 人あたりの単価でございますが、入院で 3 万 7,304

円ということで、単価としては上がってございます。外来単価についても若干上がってい

る状況でございます。

下段の部分につきましては、予算ベースにおける決算の執行状況となってございます。

昨年度と同様に 37 ％前後の執行率という状況となってございます。

9 月末現在の現金預金残高でございますが、地方債含めまして 3 億、買ったものがござ

いまして、それを足しまして約 24 億の現金預金残高という状況でございます。

次のページをお願いいたします。

5ページのほうには、入院・外来の同じような状況を載せてございます。

町村別で言いますと、入院で言いますと、松前町、その他の地域において大きく変動が

ございます。ここにつきましては、感染症の患者の受入状況がちょっと影響したものでご

ざいます。その他の地域につきましては、さほど大きな変動はございません。

次に、外来の状況でございます。

外来につきましては、内科・歯科・眼科につきましては若干減ってございますが、その
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他の診療科につきましては、全て増えている状況となってございます。町村別は、記載の

とおりとなってございます。

次のページに、月ごとの入院患者・外来患者の累計のベースを載せてございます。

例年ですけれども、入院患者につきましては、きのう現在で 27 名入院してございまして、

冬場に若干増える傾向にございます。今後、多少なりと増えていく状況となってございま

す。

上期の状況については、以上でございます。

安齋委員長 いま、病院事業会計の説明がありました。

皆さんのほうからなにか質問ございますか。

東出委員。

東出委員 ちょっとお伺いしたいと思いますけれども、2 ページで中段に「費用について

は」というところありますよね。そこで、出張内科医師の人件費の増加ですよ、それから

物価高騰により委託料の増加ですよという書き方で、最終的には 1,970 万増加しましたと

いう表現なんだけれども、ことしの予算書の資料の中からいけば、だいたい医師招聘に関

しては 950 万、それから赴任旅費で 180 万、普通旅費で 160 万、あわせて約 1,300 万くら

い、これ当初で見ていたでしょう。まずその辺で、出張医師の人件費の増加という書き方

をしているんだけれども、はたしてそうなのかなというふうに私思うんだけれども、その

辺はどう捉えていけばいいのかなと。ということは、出張医師の単価が上がったんだとか

なんとかっていうそういう要因を含んでのこの表現の仕方なのかなというふうに思う。当

初の予算からいけば、そんな私は増えてはいないだろうと。だいたい現状で走っているん

じゃないのかなと思うんだけれども、その辺はどういう見解ですか。

安齋委員長 西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 まずここでの比較につきましては、令和 4 年度と令和 5 年度の比

較っていうところで、まず掲載させていただいております。

令和 4 年度につきましては、出張医ということで金・土・日は、札医大のほうからまず

例年どおり来ていただいているというところと、あと水曜日の当直から金曜日の午前中ま

でにつきましては、横浜のほうから 1 名のドクターに来ていただいて、当直また外来の部

分を対応していただいているところです。

令和 5 年度につきましては、さらに札医、横浜から来ている先生プラス東北のほうから

も日曜日のお昼から水曜日の 16 時までの時間帯で、東北のほうから内科医の先生に来てい

ただいておりますので、その部分が今回増額になっておりますので、前年度と比較した時

にまず増えているという部分につきましては、この部分が一番大きい要因となっておりま

すので、まずこの部分をご理解いただければと思います。

安齋委員長 東出委員。

東出委員 それじゃあいまの答弁から聞けば、東北だとか別なほうからも出張医に来ても

らっているんだと。そうすると、月平均延べ何人になるんですか。

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 9時 47 分

再開 午前 9時 51 分
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安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 ただいま東出委員のほうからご質問があった内容につきまして、

まず令和 4 年度と令和 5 年度で出張医については、詳細を言いますと眼科・整形・泌尿器

・小児科・耳鼻科の先生に令和 4 年度と同様来ていただいております。ただ、令和 5 年度

につきましては、令和 4 年度プラス 1 名の内科医のかたが東北のほうから日曜日から水曜

日までの対応ということで来ていただいておりますので、その分令和 5 年度で増加という

ことになっておりますので、ご理解いただければと思います。

安齋委員長 竹田副委員長。

竹田副委員長 今回は、上半期 9 月までの実績の報告なんです。その中では、上半期の中

では数字の上では赤字、だけれどもここの 2 ページの文章表現にあるように、交付金の未

交付っていうかこれから入ってくるのが 8,000 万くらいある。それと、減価償却と含めれ

ば実質的な部分からすればそんなに心配なのかなっていうふうに思っています。

ただ、問題なのはこれから強化プランの中の計画の中でもいろいろ出て議論になると思

うんだけれども、このあとの下半期含めて今年度の収支なりどうなのかっていう部分が我

々とすれば一番心配なところなんです。冒頭、事務局長のほうからインフル等の患者の動

向等が増えてきているっていうことで、入院患者も増えているよっていま現在 12 月の時点

で。ということは、これから 12・1・2 って冬期間になるとその辺の患者が増えるっていう

のか、そういうことも予想されるんですよね。ですから、やはり病院事業会計とすれば入

院患者が上半期の中では減っているけれども、経営的な部分では心配ないっていうことな

のかどうなのか。私達、やはり議会で上半期の議論する時、上半期だけを議論してもどう

しようもないんです。そのあとが一番やはり下期のほうが大事な部分になってくるんです。

トータルで経営状況を考えないとならないし、その辺の今後は上半期の決算の時に下期

の見込み、あくまでも予想ですけれども、そういうものの計数等も把握できる部分があれ

ばそういう資料として添付をしていただきたい。ただ、いま医療費の引き下げだとか国会

のほうでもそういう議論も出ているようですから今後、経営強化プランのほうでその辺の

計画が計画どおりにいくのかどうなのかっていうことも我々とすれば心配するところなん

です。ですから、上期の部分で数字の上では赤だけれどもどうなんだっていう部分のやは

りそういう説明をしたほうがいいのかなって思っています。あわせて、下期の部分の状況

もたぶんこうだろうっていう見通していればその辺もお伺いしたいなと思っています。

（「関連」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 又地委員。

又地委員 上期のこれが出てきた。同僚委員もいま言っていたけれども、交付決定額の 8,

786 万 1,000 円が含まれていない。これを足すと実質的な赤字っていうのは、1,808 万 7,0

00 円。同僚委員も言っていたように問題は、この報告は上期の部分であって、こうだけれ

どもそうしたら下期に向けてこういう対策をしていきたいっていうのがあとから説明ある

のかな。それはなぜかと言うと、コロナの中で個人病棟にしたよね、コロナの対応をする

ために。そうしたらコロナの患者さんが少なくなってきたから、その対応した個人の病棟

が使われていないという形だと思うんです。そうするとこれから個人病棟をどういうふう

に改善して入院、コロナ以外の患者さんを増やしていくんだっていうそういう計画がある
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のかどうかっていうのもやはり下半期に向けて話が出てくるのが筋だろうと。

問題はもう一つは、上半期の部分の交付決定額が 8,786 万 1,000 円、下半期も同額にな

るのかどうかと。そうするとその金額が同額であれば、最終的には例えば現在で実質 1,80

0 くらいの赤字で、下半期を足すと同額であれば 3,600 又地委員ぐらいの赤字で済むこと

になるんだけれども、その 366 万の赤字をどうやって埋めていくかっていう部分に関して

は、個人病棟をどうするとかこうするとかという計画が出てこないとだめだよね。その辺

の話もあわせてお願いしたい。

安齋委員長 西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 ただいま竹田委員、又地委員のほうからご質問ありましたが、今

回上半期の決算状況ということで、今後下期の状況について、うちのほうでまず掲載して

おりませんでしたので、お詫び申し上げたいと思います。

まず下半期の今後の状況ということで、先ほどいま又地委員のほうからも言われたよう

に、9月末までの空床確保における補助金というのがこちらにも記載されているとおり約 9,

000 万円、今後入る予定でございます。この部分については、9 月末ではまだ入っておりま

せんでしたので、記載はしておりませんけれども、今後病院のほうに町のほうに入ると。

ご質問ありました下期の空床確保の状況についてなんですけれども、渡島保健所のほう

からこちらのほうに連絡がありまして、まず国のほうとしては令和 6 年度から通常どおり

の病院運営、感染云々とかもそういうのは関係なく進めていくと。ただ、やはりいま現在

も感染症がなくなったわけではないということで、規模的にはかなり縮小されるんですけ

れども、まずこの道南圏で函病さんで 11 床、八雲で 1 床、江差で 1 床、木古内で 1 床って

いう感染があった場合に保健所経由で空けておかなければならないという病床については、

うちの病院もまず入っているということで、報告させていただきます。

ただ、これまではフェーズって言って、感染が少ない時のフェーズ 1、ちょっと流行っ

てきてフェーズ 2、拡大してフェーズ 3 ということで、それぞれ 6 床・8 床・9 床っていう

ことで、うちのほうも確保っていうことで今回の金額になるんですけれども、下期につき

ましては今度 1 床の確保っていう形になって、単価自体もこれまでの単価よりも下がる形

になりますので、今回 9,000 万円近くの補助金というのは、まず見込めなくはなります。

まずその部分こちらにも載せておりませんでしたので、申し訳ないと思いますけれども、

口頭で説明させていただきます。

まず、下期であと今後見込める収益の部分につきましては、いまうちの入院患者で平均

すると本当に 20 から 25 を行き来している状況ではございます。ただ冬場ということで、

入院患者数も増える傾向にございますので、その辺で 30 床なりそれ以上の確保というとこ

ろには、動いていく形にはなると思いますけれども、ただこれについてはこれまでの感染

症との絡みで、やはり医師の考え方とかもいろいろありますので、詳細については後ほど

のプランの部分でも説明させていただきますけれども、そういったところから今後やはり

うちの病院を維持していくためにはというところにもつながってくるところもございます

ので、後ほどご説明させていただきます。

今後、下半期では交付税、交付金等の収益分が入ってきたりありますので、その細かい

部分につきましては、担当のほうからご説明いたしますけれども、ただその部分について

もやはりいろいろと現状にあわせた形での収益というふうにもなりますので、今後さらに
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収益については厳しい状況が続いていくのかなということで、まずご報告させていただき

ます。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 平野です。

いま西山事務局長の各委員からの答弁を聞いて、「下半期の数値を載せてなくてすみませ

んでした」って言葉あったんですけれども、ということはこれから作るっていうことを明

言してしまったのか、私はこれまでもこのやり方できている中で、前年比と比較してどう

なんだ、あるいは当初予算ですでに 1 年間の決めているわけですから、いまの竹田副委員

長の言うようなことを載せるとなると、年度途中でまた更正予算を作りなしてやるという

これ事務方としても相当の手間・仕事量が増えるっていうことです。それは、今後やりま

すよみたいな言葉だったんですけれども、私は回避したほうがいいと思っております。

それよりも当然ながら前年比と比べて、あるいは当初予算から比べて現状、上半期でこ

うなんですよ、当然口頭も含めて今後どういう数字になっていきますっていう見解のコメ

ントは当然必要だと思うんですけれども、その数字もそうなんですけれども、それよりも

例えば現状の病院で言うと私ごとも絡んで申し訳ないんですけれども、売店が閉店したと。

あるいは患者さんからどのような感謝の言葉をもらっている、あるいは反対のこと、ど

のような苦情がいただいて、どのようなトラブルがあっている。このような出来事があっ

たので、下期に向けてはそれらを改善する打合せ・調整をしておりますだとか、そういう

数字面だけではなくてソフト面の報告等ももう少し組み込んでほしいなと感じますけれど

も、その辺含めていかがでしょうか。

安齋委員長 西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 平野委員のほうからご指摘ありましたように、下半期の数値につ

いては細かいところは、実際掲載できるものではないので、あくまでも今後こういうこと

が想定されるという程度での報告的なもので、押さえさせていただければと思います。

また、ソフト面での状況ということで、実際に患者の声ということで、患者さんの意見

だとかそういった部分もいただいておりますので、もちろんその中には感謝の言葉もあり

ますし、逆のパターンもないわけでもありませんので、そういった対応も含めてどういっ

た形で、病院で対応しているのかというところについては、今後皆さんに周知できるよう

な形で進めていければというふうに考えております。

安齋委員長 西嶋主査。

西嶋主査 いまの話と別なんですけれども、経営管理グループとして上期を締めた段階で、

一応決算見込みというものは毎年出してございます。暗い話になってしまうんですけれど

も、去年と同じ状況が仮に続いた場合、数字上で言いますと 1 億円程度の赤字になるとい

うような見込みでおります。もちろんこれから入院患者数の確保、増えることも努力して

まいりますが、現実問題として補助金等々を加味すると 1 億円程度の一応赤字決算という

ことで見込んでいるところでございます。収入で言いますと先ほど言いましたとおり、補

助金で見ますと 8,000 何万で、下期でも何百万ぐらい出るので、およそ 9,000 万程度の収

益がございます。昨年度については、8 億程度補助金がございましたので、最終的には 7

億くらいの黒字になったところでございます。その辺はっきりしない部分はございますが、

そういう状況下でございますので、今後とも努力してまいりたいという状況でございます。
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以上です。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 数字の見込みは事務方のもちろんプロですので、前年どおりいくとこうなって

しまうという計算は当然できると思います。そんな中で「努力していきたいと思います」

っていうじゃあどこの部分で努力するんだっていう部分で、私は先ほど言ったソフト面の

改善こそが患者さんの増加につながると思っていて、西山事務局長も明言は避けましたけ

れども、やはりこの上半期の報告の中で、ある程度こういう諸問題がありましたと。それ

に対して我々はチームを結成して、グループを結成して、この改善に取り組んでいますと

いうことがあれば、我々議員はほかのかたはわかりませんけれども、私はだいたい苦情の

話しかこないんですよ。良い話って皆さんあまりしないじゃないですか。こういうおもし

ろくないことあった、大変なことあった、その一つが売店止めて困るって直接言われた人

もいるんですけれども、それらに対していま病院側もそのことについてしっかりと改善し

ようと思って、こういうことを取り組んでいますよということも言えるんですよね、報告

があれば。ですので今後、やはりそのようなソフト面の部分もしっかりと資料の中にいれ

ていただいて、そこに取り組んでいるだぞという姿勢を表してほしいという意味で、先ほ

どの質問したところです。よろしくお願いします。

安齋委員長 西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 ただいまご指摘あったように、今後当院で対応している部分につ

いては、今後報告するような形で努めていきたいと思います。

いま一つあげるとすれば、まず院内で例えばそういう苦情であったり、アクシデント的

な部分があった時には、窓口として事務局長である私のほうでまず対応のほうをさせてい

ただいております。それは、もちろん個人との面談だったり、実際に自宅のほうに出向い

て対応させていただいておりますので、そういった部分も含めて報告できる内容について

は、今後ソフト面についても報告していきたいと思います。以上です。

（「議事進行」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 又地委員。

又地委員 このあと病院の経営強化プランが出てくるわけですよね。その中にいま平野委

員のほうからあったそういう反省を含めた中の経営強化プランの説明の中に入っているの

かな。入っているのであればそっちのほうでやってもらえれば大したいいんだけれども。

入っていない、それなら仕方ないね。

安齋委員長 竹田副委員長。

竹田副委員長 先ほど平野委員のほうから下期の部分には触れなくてもっていう、これは

個々の考え方の違いもたぶんあると思います。私は特に病院事業会計、これはいままでは

コロナありきで交付金等の手堅い補填があった。これからはそうでなくなるっていうこと

であれば、上期だけの議論でなくて年間下期も含めた、病院はどうなんだっていうことが

一番やはり大事なところでないかなっていう私は個人的にはそう思っているんですよ。で

すから、見込みを含めたそういうものも方向性とすれば示さないと例えば上期については、

交付金も下期にあるんだろうと例えば我々が理解をすれば安心だねっていう議論にもなる

し、それがなくなるとすれば厳しい手立て、それこそ強化プランの中でどうだこうだって

いう議論も出てくるのかなっていうふうに思うものですから、その辺のやはり認識の違い



- 9 -

かなっていうようなことで、私は先ほど発言した次第です。特に答弁はいらない。

安齋委員長 ほかに。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 それでは、関係することかどうかというのはあれなんですけれども、看護職

員の増減ってなにかありましたか、今回。年初からいまの段階で。

西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 まず、令和 5 年度の上半期において職員の採用というところにつ

きましては、継続的にまず看護師、またコメディカルの部分でも例えば検査室等の職員の

採用というところで、進めてきているところです。

ただ、いま現在ある程度基準に見合った職員の配置にはなっているものの、やはり職員

も正職員、再任用、会計年度任用職員といういろいろ立ち位置の中で、やはりその中でな

かなか当直・日勤・夜勤に関われないというかたも少なくはないので、その辺の解消も含

めて新たに採用を図ってはきております。ただ、思うように実質結びついているかと言う

とそこまでには至っていないということもありますので、引き続き採用に向けて進めてい

きたいとは思っております。

安齋委員長 増減はあったのかと聞いたんだけれども。

西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 すみません。

安齋委員長 ほか質問ありますか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

・病院経営強化プランの進捗状況について

安齋委員長 それではなければ、次の病院経営強化プランの説明のほうに移っていただき

たいと思います。よろしいですか。

西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 それでは、木古内町国民健康保険病院経営強化プランについて、

まず概要について私のほうでお話させていただきます。

まずこのプランにつきましては、令和 9 年度末までの計画ということで、令和 4 年度・5

年度中にまず策定をしなければならないということで、国のほうからの指示がございます。

その上で、これまでのプランの中身を踏襲しつつ、新たに感染症の対応であったり今後

の方向性、地域医療構想との関わりというところが重要になってくるプランとなってござ

います。基本的には令和 7 年度から地域医療構想では、この辺で言う南渡島全域の病床の

振り分けであったり、そういったものも内容に掲載していかなければならないものもござ

いますので、まずそういった部分を整理してございます。うちの病院を今後維持していく

ためには、なにが必要かというところにつきましては昨年度、来看護師、各部署含めて協

議をして、まず今年度進めてきたのが 39 床を休床して、病棟については 60 床、1 病棟と

いう形で現在進めてきているところです。やはり後ほど詳細にも書いているとおり、人口

については今後減少傾向にもありますし、超高齢化・少子化というところで、やはりいま

までどおりの入院・外来患者数の確保というのは、正直厳しくはなってございます。じゃ
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あその上でどうやって維持していくかってなった時に、やはり外部から受け入れる体制っ

ていうのも今後考えていく必要が出てくるのではないかということで、病院内ではいろい

ろいま協議していますけれども、その辺いろんなメリット・デメリット、収益的な部分等

も含めて最終的に計画の策定の最終段階にいま入っているところでございます。

本日は、まず進捗という形にはなってしまいますけれども、いま現在の報告できる中身

について、お話をさせていただきたいと思いますので、皆さんからいただくご意見も参考

にしながら、最終的にプランのほうをまとめて当院の運営委員会、また地域医療構想の中

でもこの中身については協議が入りますので、皆さんからの意見もいただきながらいろん

なご指摘をいただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

詳細については、担当のほうから説明いたします。

安齋委員長 西嶋主査。

西嶋主査 プランですけれども、資料に付けたとおり全体で 60 何ページございます。

細かく説明していくと結構長くなってしまいますので要点のみ、本来は要点・まとめた

ものを説明すれば良かったんですけれども、簡単にこういうものだということで、ご認識

いただければと思います。

簡単に説明させていただきます。

7ページから強化プランとなってございます。

令和 4 年 4 月に総務省よりガイドラインが発令されました。その中で、4 年度中または 5

年度中に公立病院につきましては、強化プランを作りなさいよということで、それに基づ

いて今回作らせていただいております。

全体の構成でございますが、1床から 6 床からなってございます。

ページを開いていただきまして、10 ページをお願いいたします。

10 ページには、当院の概要・概況を載せてございます。

直近の 6年 3 月、出す時の現在の状況を載せていきたいというふうに考えてございます。

2番目に理念・基本方針などを載せてございます。

これは、最初から決まってうちの病院で掲げているものでございます。

12 ページをお願いいたします。

計画策定の趣旨でございます。

下段のほうにございます、（1）役割・機能の最適化と連携の強化、以下 6 項目、ここに

ついてはガイドライン上で必須項目となってございまして、これらを中心に作りなさいよ

というものとなってございます。

次に 4 番目、計画の関連性でございますが、強化プランに付随して北海道医療計画、そ

の他木古内町の各種計画に紐づけしながら、強化プランを作っていく中身となってござい

ます。

期間でございますが、事務長からもありましたとおり、令和 9 年度までの計画となって

ございます。10 年度からは、新たな計画がまた再度作られる予定です。

次に、第 2章です。

2章につきましては医療圏、渡島管内の人口の推移について載せてございます。

推移の中身につきましては南渡島区域、16 ページには診療圏域、17 ページに木古内町の

人口の推移とそれぞれ載せてございます。
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特徴といたしましては、やはり高齢化率がどんどん上がってといった状況でございます。

最終年で、令和 27 年度の人口推移で言いますとおよそ半分ぐらいになってしまうという

ような人口推計となってございます。

ただ、高齢者率もそれに不随して上がっていきますので、うちの病院にかかるかたは高

齢者が多いので、その辺を利点として今後も進めてまいりたいというふうに思ってござい

ます。

18 ページ・19 ページでございます。

南渡島医療圏における病床数の現在の状況で、令和 7 年度に必要とされる病床数を 19 ペ

ージのほうに載せてございます。

全体で 650 床ほど減らす予定となってございます。

内訳でございますが、回復期病床について若干足りなくなるというような推計表となっ

てございます。

次に、20 ページ・21 ページをお願いいたします。

ここにつきましては、医師の在院の状況を載せた表となってございます。

上川・札幌・南渡島区域につきましては、比較的医師が補充されている地域、道内で言

いますと補充されている地域となってございます。

ここにつきましては、札幌であったり、旭川であったり、函館であったり、そういう都

市圏に医師が集中していることによる数値が少し高くなっている状況でございまして、函

館以外の町村区域につきましては、引き続き医師が足りない地域となってございます。

22 ページ・23 ページをお開きをお願いいたします。

22 ページからは医療受領予測ということで、今後の患者数の推移を外来・入院、それぞ

れ載せてございます。令和 7 年と比較しますと、20 年後にはおよそ半分くらいの患者減少

が見込まれてございます。

24 ページからは、木古内町の推移表となってございます。

26 ページには、介護認定者数の動向を載せてございまして、右肩上がりで上昇している

状況でございます。

あと地域医療情報システムということで 27 ページですけれども、医療需要の数値化され

たものを載せてございます。

令和 2 年度を 100 とした場合、25 年後の令和 27 年にはおよそ半分くらいの需要となっ

てしまうというような状況でございます。

次に、28 ページからです。

28 ページにおきましては、町立病院の病床数の増減を載せてございます。

29 ページには、外来の町村別の割合構成を載せてございます。

30 ページには、入院の状況を載せてございます。

31 ページからは、かかっているかたの疾病別の状況を載せてございまして、中心といた

しましては、やはり生活習慣病が全体の 3割以上を占めている状況でございます。

33 ページからは、患者の年齢別の分布表を載せてございます。

患者の中心といたしましては、やはり 70 代から 80 代が半数以上を占めている状況でご

ざいます。入院につきましても、同様な状況でございます。

35 ページからは、患者数の診療科別の状況を載せてございます。
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こちらについても実績ベースで、平成 30 年度から 5 か年の部分を載せてございます。

外来患者につきましては、若干減っている傾向となってございます。

36 ページには、入院患者の状況を載せてございます。

30 年・令和元年につきましては、入院患者コロナ前ということで 40 名を超えてござい

ました。令和 2 年度からは、個室化管理によりまして入院数が減っている状況でございま

す。

救急患者の状況につきましては、37 ページから載せてございます。

救急患者におきましては令和 4 年度、2 年度から減ってございますが、4 年度で救急患者

につきましては、若干回復している状況でございます。

38 ページをお願いいたします。

経営の数字の状況でございます。

30 年・令和元年におきましては、経営的にはおおよそ収支均衡の状況です。

令和 2 年度からは、個室化による補助金がございまして、黒字化といった状況でござい

ます。

40 ページをお願いいたします。

経常収支比率・医業収支比率を載せてございます。

経常収支比率につきましては、100 がプラマイ 0 でございまして、100 以上になると黒字

といった状況でございまして、表にありますとおり、平成 30 年は 100、2 年度から補助金

が大きくはいりましたので、150 程度となってございます。

修正医業収支比率でございますが、ここが大事なところでございまして、医業収支比率

が高くなければ最終的に赤字になってしまうといった状況です。

令和 2 年度からにおきましては比率は低いんですけれども、補助金があったのでその分

がプラスになっただけでございまして、ここの数値をなるべく 70 以上の数値を目指してい

きたいというふうに考えてございます。

次に 3番目、一般会計からの繰入額の推移でございます。

交付税相当額を収益的収支・資本的収支で繰り入れを行ってございます。

毎年、4 億から 5 億程度の繰入金をいただいております。ここにつきましても、令和 3

年度から算定基準が見直しがありまして、徐々に減っていく基準となってございまして、

令和 6年度からはかなり減ってしまうといった状況でございます。

次に、41 ページをお願いいたします。

今後の病院の姿ということで、引き続き行う事業を載せてございます。

1 番目には、24 時間救急を今後とも維持していきます。2 番目、再編・ネットワーク化

ということで、地域包括ケア体制の充実を今後も整えていくといった状況でございます。

次に、42 ページをお願いいたします。

経営形態の状況を載せてございます。ここにつきましては、うちの病院は全部適用を受

けてございまして、管理者を置いている状況でございますので、あまり必要ない事項では

ございますが、これらの形態があるということで、ガイドライン上で一応載せてください

というような中身となってございます。

飛びまして、45 ページをお願いいたします。

経営の効率化ということで連携を高めていき、引き続き地域ケアシステムの構築を整え
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るといった中身となってございます。

5 番目に一般会計の負担金の考え方ということで、今後も交付税算定額相当を繰り入れ

して、なんとか経営維持していきたいというふうに考えてございます。

46 ページ・47 ページには、交付税の繰入基準表を載せてございます。

48 ページからですけれども、ここからがどちらかと言うと未来図と言いますか、計画方

針となってございます。

1 番目に地域医療構想、令和 7 年度に確定するわけでございますが、その体制に着目し

て取り組んでいく考えでございます。繰り返しになりますけれども、24 時間体制の夜間診

療、地域包括ケアシステムの構築を強化してまいりたいというふうに思っております。

1 番目から 4 番目につきましても、現状の内容を強化するといったような中身となって

ございます。

50 ページ、5 番目・6 番目につきましても引き続き、現状を維持して強化するものとな

ってございます。

51 ページをお願いいたします。

組織・体制・マネジメントの強化ということで、職員の意識を高めること、新たな部分

といたしましては医師の働き方改革がございまして、年間 960 時間が定められております。

ここにつきましては、いまで言いますと出張医師に来ていただいて、いまいる医師の負

担軽減に努めているところでございます。今後もその方向で進めていきたいというふうに

考えてございます。

3 番目です。医療職の確保に対する取り組みということで、先ほど事務局長からもござ

いましたが、今後もスタッフ確保に努めてまいりたいというふうに考えてございます。

変わった部分といたしましては、一番下段にございます将来的に透析患者の入院受入体

制を整えていきたいと。これは一つの一案でございますが、透析患者につきましては、202

0 年度でだいたい外来患者がいま頭打ちの状況でございまして、これからどんどんどんど

んちょっとずつ減っていくということが予測されてございまして、地域外から患者を取り

入れることも必要だというような内部の意見がございまして、外来患者以外の患者さんも

最後まで入院を含めて診てはどうかということで、いまの 9 床を活用してこれも一つの一

案でございますが、検討しているところでございます。

次に、52 ページをお願いいたします。

感染症におけるいまも行ってございますが、受け入れの仕組みについて載せてございま

す。ここについても必須事項ということで、載せてございます。

54 ページをお願いいたします。

54 ページには、施設の修繕をトータルコストを考えて計画に基づいて、コスト削減に努

めるといった中身の修繕計画を載せてございます。

2番目には、新興感染症に対する医療について載せてございます。

5番目、デジタル化への対応ということで、当院ではほかの病院でもそうですけれども、

オンライン資格確認システムの機械をいれてございまして、それらの利用率と言いますか

そういったものを上げていきたいというふうに考えてございます。

その他にもオンライン診療やＡＩ問診等々の推進も業務の軽減も図るという意味合いも

ございまして、進めてまいりたいというふうに思ってございます。
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これらのＤＸ化につきましては、町の推進計画と整合性を取りながら進めてまいりたい

というふうに思ってございます。

次に 55 ページです。

6 番目、住民への理解ということで本日の議論でもそうですけれども、最終的にはホー

ムページに強化プランをアップする、また運営委員会での共有をする、内部の共有をする。

それらの公表を経て議論、最終的なプランを作成してまいりたいというふうに思ってご

ざいます。

次に第 5章、具体的な数値目標でございます。

1 番目で医療機能にかかるということで、まず救急車の受入件数でございますが、現状

を維持する形で目標値を設定してございます。

リハビリ件数におきましては、令和 4 年度で 3,437 件ございましたが、今年度から件数

を増やしてございまして、最終的には 5,000 件程度の件数を実施していきたいと思ってご

ざいます。

医療の質を高める中身といたしましては、栄養指導の件数も含めて、より質の高い医療

提供を進めてまいりたいというふうに思ってございます。

3番目でございます。

ここも重要になってくると思うんですけれども、外から患者さんを取り入れるという意

味で地域間、渡島含めて全体を含めて、連携を強化して紹介率を上げたいというふうに考

えてございます。

57 ページ、収支改善にかかるものといたしまして、経常収支比率と医業収支比率を載せ

てございます。

実績値から最終年度令和 9 年度では、経常収支でプラマイ 0 まで目標に掲げてございま

す。大きな収益の増の中身といたしましては、令和 7 年度を目処に透析患者の入院・受入

などにより、入院患者を増やしていくといった状況の中身となってございます。

2 番目に収支確保にかかるものということで、入院延べ患者数の目標値、外来患者の延

べ数値、外来につきましては現状維持にするような形で考えてございます。

入院患者につきましては、やはり収支均衡と言いますか黒字化を目指す上で無視できな

い部分でございますので、いろいろとスタッフ確保の問題であったり、医師確保の問題で

あったり、ハードルはございますが、入院患者を増やしていきたいというふうな状況でご

ざいます。

3 番目、経費節減にかかるものは全般にもちろんございますが、代表的なものといたし

まして、薬品費と材料費を載せてございます。

次に、58 ページをお願いいたします。

職員の増減表を載せてございます。令和 7 年度、仮に病棟の受入状況を変えた場合、看

護師の数を増やす予定としてございます。

59 ページからは、具体的な行動計画となってございます。

基本的には、現状の状況をそのまま遂行する流れとなってございます。

60 ページをお願いいたします。

新たな部門といたしまして下にありますとおり、来年度から入院退院支援にかかる加算

がございまして、それの加算率が若干低いところもございますので、その辺を強化してま
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いりたいというふうに思ってございます。

あと、療養病棟における透析患者の受け入れということで、7 年を目処に受け入れをい

ま協議しているところでございます。現状は、月・水・金の透析を行ってございますが、

空きの火・木・土を利用いたしまして、その間を入院患者に充てるといったようなイメー

ジでおります。

2 番目、安全安心できる医療の推進ということで、現状を維持する形で記載してござい

ます。

3番目、医療・看護の質の向上につきましても同様です。

62 ページ、効率的な病院運営の推進につきましても、現状の状況を推進していくものと

なってございます。

飛びまして、64 ページをお願いいたします。

計画の推進ということで本日もそうですけれども、強化プランを作るにあたってのフロ

ー図を載せてございます。

65 ページ最後になりますけれども、この計画が基本的にできたあとも状況に応じて議論

を積み重ねて、必要に応じて改良してまいりたいというふうに思ってございます。

公表につきましては、ホームページ等で完成版を載せる予定でございます。

説明については、以上です。

安齋委員長 かなり長い説明ということで、皆さんの質問の整理もあると思います。

時間も経ちましたので、一旦ここで休憩をして、改めて質問というふうにしたいと思い

ますが、よろしいですか。

（「はい」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 それでは、55 分まで休憩といたします。

休憩 午前 10 時 45 分

再開 午前 10 時 59 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

いま説明が終わりました。

質問のほうを受けたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

平野委員。

平野委員 まず端的なことを聞きますけれども、このプランは我々はいまたまたまタブレ

ット内で拝見していますけれども、これがどこまでの冊子にするものなのか、ホームペー

ジに載せてっていうお話は聞きましたけれども、例えば病院に事務局におくなり会議の場

で使うなりの冊子にするのか、その冊子にするサイズをちょっと教えていただきたいと思

うんですけれども。するのであれば。

安齋委員長 西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 まず、今回のプランにつきましては冊子という形で、これは紙媒

体で用意したものにはなるんですけれども、一応Ａ 4 サイズで先ほどのページ数、プラス

アルファというような形になろうかと思います。

安齋委員長 平野委員。
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平野委員 ちょうどいまこのタブレットのサイズで見ているとちょうどいいくらいで、Ａ

4 にしたら 1 ページあたりの文字数が相当少ないページもあって、最初の説明で西嶋主査

から総ページで 57 ページくらい表紙もあわせてと伺ったんですけれども、見ていくとたっ

た 6 行くらいのページもあるし、そのページの量ほどのボリュームがないなとまず思いま

した。令和 4 年の当初、国のガイドラインの下、作成するお話を伺ってから約 2 年弱我々

もこの計画を楽しみにというのか病院の今後の考えはどうなのかってことを予算委員会・

決算委員会で、事あるごとにいま計画を作成中ですっていうことで、期待値も高かったん

です。今回、資料を見せていただきますと 6 章にわたるうちの 3 章の約 39 ページについて

は、ほぼほぼデータの掲載、ザ・コンサルという感じの構成になっています。西嶋主査が

言うように、ここから未来図ですという 4 章・5 章の 16 ページについて、当たり前にこれ

まで諸課題になった表現を題材としておりますけれども、正直具体的な内容については、

ほぼほぼ記載されていないという。正直、大変がっかりしました。これに対して私いつも

コンサルの部分で、町にも問いただすんですけれども、200 万・300 万かかっているという

実態で、この結果かというのが正直な意見で、きょうは西山事務局長がこれに上乗せして、

きょう意見を聞いて追加するって言いましたけれども、どこまでのことを言ってこれもこ

れも先ほどから言うように、職員の資質の向上を図るために病院としてはどういうことを

計画していて、どういう取り組みをするのかっていうことも詳しく記載されていないです

し、売店の跡地をどういうことで使用していくだとか、もっともっと具体的な将来の病床

数については、いま現在決められはしないけれども、いま現在の計画では何床にする計画

を立てただとか、もう少し出てくると思っていたんですよ。ですので、先ほど安齋委員長

が言うように、大雑把な表題に対して質疑をするのって大変難しくて、私の正直ないま感

想だけを述べさせてもらいました。自分のいまの質問を振り返っても答弁できる言葉はな

いのかなと思いましたので、答弁いりません。以上です。

安齋委員長 ほかに意見等。

竹田副委員長。

竹田副委員長 いま同僚委員から出ていましたけれどもこの経営強化プラン、国のガイド

ラインに沿った計画。令和 6 年から 9 年までの 4 か年間の中で、経営を改善すると。経常

収支率等については、最終年で 100 ％にするっていう計画です。いま同僚委員も言いまし

たけれども、具体的な改善策が出ていないっていうのがやはり正直に言ってコンサル任せ

の資料なのかなっていうふうに感じとるしかないんですよね。例えば、数値目標等立てて

いますよね。それと 4 年度までは実績、例えばいまの 99 床、39 床については休床、休み

ですよって。いつまでもそういう形の中でいいのかどうなのかっていう部分の議論がこの

強化プランの中で出ていないっていうのは、なぜなんだろうっていう単純な疑問。そして

やはり入院患者のベースも 25 名くらいですよね、4 年度の実績からすれば。はたしてそれ

で例えば基準看護含めて、職員の確保だとかいろいろ制約があるわけですよ。私は事務局

長が言っているように、今後は外部からのいろんな受け入れ等も考えなきゃならない。や

はり人口が減って、いま木古内町の人口 3,600 人、10 年後には 2,000 台になるんですよ。

そういうことを踏まえればやはり地域連携、知内・福島、この辺の連携をもっとやはり

強化にしなければならない。患者の送迎含めて、人口規模に見合ったやはり具体的な方策

っていうのを経営強化プランの中で、示すべきだろっていうふうに思うんですよね。
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ただ、これは先ほど同僚委員が言っていたようなことと同じで、やはりもう少し噛み砕

いた部分が必要だと思っています。

それと今後、7 年度に南渡島地域医療圏、これが改正になればベッド数の 99 床がどうな

るっていう部分も含めて、来年・再来年の話だよね。そういう部分がやはりこの計画の中

では、きちんと明記すべきだろうという考えです。その辺について、事務的担当だけでは

答弁できない部分もあろうと思いますけれども、できる範囲内の中で答えていただきたい。

安齋委員長 西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 いま平野委員、竹田委員のほうからご質問を受けました。

ほとんどコンサル任せではないかというところもご指摘いただきました。

まず、今回のこのプランにつきましては、総務省が示しているガイドラインにまず沿っ

た形でというところをご理解いただきたいというところが 1 点ございます。その上でやは

り今後の当院としての役割であったり、もちろん今後も維持していくために本当になにが

必要かというところについては、いままだ中途半端な形での報告で本当に大変申し訳ない

んですけれども、いま院内の中でもいろいろ協議を詰めているところではございます。

もちろん病院内でもやはりいろんな意見が分かれます。もちろんいまうちの病院は、急

性期っていう立ち位置の中で対応しているっていうところをいま地域医療構想で示す、や

はり回復期であったり療養型っていうところも南渡島全体でいろいろ分けていかなければ

ならないという状況がある中で、数字的にはある程度示されているものの、渡島圏域の中

でもまだどこがどこまでっていうような細かいところまでは至っていないため、まずうち

の病院としてできることっていうところをいま職員と一緒に考えているところです。

先ほど示した数字の中でもやはり私達も令和 7 年度っていうところは、意識して計画の

ほうをいま詰めているところです。例えば看護師の数が急に 15 名程度増えたりとか、入院

の収益的な部分っていうのもこの部分については、やはり透析っていうところを意識して

おります。いま現在、99 床あるなか 39 床を休床して 60 床の急性期っていう形で行ってい

ますけれども、いろんな在院日数の関わりだとか急性期を維持するためにとかいろいろ細

かい部分はあるものの、急性期は急性期で残しつつも今後透析病床、病棟って言うんです

か、いろいろいま積算もして、いまここで掲げている数値っていうのは、看護師も病棟っ

ていうところで当直もやらなければならない、尚且つ患者も増やすというところで、いま

現在 15 名程度の職員を看護師で、透析については看護師だけではなくて補助看の対応も可

能という、必ずその変わりペアは正看護師が付かなければならないというところはありま

すけれども、そういった会計年度任用職員等も含めて、いろいろいま積算して最終的には

どのくらいまで入院させるとプラスになるっていうところもいろいろ加味しながら積算の

ほうを進めております。

また、透析だけではなくてやはりこれから人口減少が続く中、診療圏域だけではなかな

か厳しい状況っていうところもありますけれども、うちの病院として連携室はあるものの、

入院の対応であったり退院後の対応であったり、また各事業所、ケアマネさん等も含めて、

やはり地域包括ケアシステムの構築っていうところもしっかり見据えながらその辺の対応

も踏まえて、病院内での機構改革にはなりますけれども、さらなるそういう連携も含めた

中で、例えば入院の紹介率の増だとかそういったところも結びつけていかなければなりま

せんし、もちろん退院後の住民の対応、今度退院されたあとのやはり高齢化というところ
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で、在宅というところに今後力をいれていかなければならないと思っています。その中に

は、在宅医療であったり訪問看護・訪問診療、訪問リハというところも強化していきなが

ら収益的な部分、あと診療報酬の改定も見据えながらいろいろと検討しているところです。

最終的に再度まとめて皆さんにきちんとしたものを報告できればと思っておりますけれ

ども、まずいま現在進捗というところで協議いただければと思います。

安齋委員長 東出委員。

東出委員 東出です。

この議論をきょうこれやったら何時間かかるかわからないというふうに私は思っている

んです。それで冒頭、説明に入る前に主査は「きょうこのプランについては、きょう現在

までの部分について説明します」ということであったので、これからもいろいろと詰めて

いかなければならないことは副町長をキャップにして、いろいろとこれからやっていくん

だろうけれども、どうでしょう。3 月がタイムリミットで、きょう我々もいろいろと意見

を言いたいんだけれども、なかなかそんなチャンスにもならないと思うんだけれども、今

後 3 月までに向けて我々のほうに何回程度こういうことである程度大筋できましたとか、

なんとかっていう説明はしていただきたいなと思っております。ただ、その中で一つ・二

つちょっと聞きたいのは、今年度の当初予算の時からも今後は透析患者の町内・町外を含

めて透析患者を増やしていくんだという説明は、当初予算でお伺いしております。それは、

理解しています。ただそこで 1 点・2 点聞きたいのは、結局やはり診療点数の高い科目だ

と私は思っているんですよ、透析は。それで、最終的にだいたいこのくらいの人数はほし

いなという部分あると思うんですよ、病院経営の中で。それで、今度は医師・看護師の確

保の部分でも話されていましたけれども、私 9 月にも一般質問したんだけれども、きょう

現在で常勤医の確保については、現状動きがあるのかないのかその辺、きょうまでの活動

結果を報告していただきたいと思いますし、病院として固定医を募集をして確保するのか、

それともきょう現在まで 7 人の医師ですよね。中には出張医が大半を占めているような気

もするんだけれども、病院としては固定医をやはりおきたいという思いなのかこの計画を

作る中で、その辺どうなっているのかなという部分でちょっといま現在の心境をお聞きし

たいと思います。

安齋委員長 西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 東出委員の質問に対してお答えいたします。

まず、透析の部分です。いま現在、各部署から提出いただいているものについては、入

院患者については 20 名程度で、いま予定しております。その上で、入院もあり外来もあり、

入院スタッフ含めて先ほど掲載しているように 15 名程度増員が職員として必要になると。

ただ、それは看護師だけではなく補助看も含めてそういう対応でという形ができますの

で、それでいくとプラス、あくまでも机上での数値ではありますけれども、数万円単位で

のプラスになるという計画でいましたので、その辺を含めて令和 7 年度からはそういった

形で対応できないか。これやれるやれない、もちろん医師も必要ですし職員も必要になっ

てきますので、あくまでも計画上でこういった形で進めていけないかということで、まず

議論になっているということでご承知おきいただきたいと思います。

いま言われたように医師の確保っていう部分で、これまでも 2 名の医師のかた、内科医

に当院に来ていただいておりますけれども、いずれも最終的には採用には至っておりませ
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ん。引き続き、全国自治体病院であったり道庁経由でいろいろ打診しながら、まずは紹介

会社等も活用しながら採用に向けて取り組んではおりますけれども、実際にはまだ確保に

は至っていないという状況にあります。

それで、いま現在当院では出張医 2 名のかたに来ていただいております。もちろん外来

であったり当直であったりという部分で、本当に当院の医師については助けられている部

分はありますけれども、どうしても一週間ずっといるわけではないので、入院させた時の

病棟管理というところになると、もちろんいる時はある程度対応はできるものの、帰られ

た場合やはりどうしても当院の医師に引き継がなければならない部分がございますので、

うちの考えとしては現状として、できるだけ出張医という活用も引き続き行いつつも、や

はり固定医・常勤医という形で、なんとか採用に確保に向けて取り組んでいきたいという

ふうに考えております。以上です。

安齋委員長 東出委員。

東出委員 私は、本当にできればなんとかいろんな方法が私はあると思う、医師の確保に

ついては。それは、固定医になると月々の給料が高くなって病院経営には結構重くのしか

かるかと思うんだけれども、きょういま 12 月この 3 か月間を見れば全然目処が立っていな

いはっきり言って、目処が立たないというふうに思っているんだけれども、これは答弁い

らない。やはりなんとしても固定医は、1 人くらいどうやってでも地に這ってでもなにし

ても確保するというやはり強い意志、これは局長じゃなくて設置者の問題だと思うんだけ

れども、きょう同席していないからあれなんだけれども、この辺やはり病院の設置者に強

く言っていかなければならないし、みんなで汗をかいていかなければならないと思う。そ

の辺ちょっとあまり言わないけれども、ただ答弁漏れがあったのは強化プラン、3 月まで

でどれくらい我々に示される部分があるんだろうか。

安齋委員長 西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 今後、議会事務局のほうとも調整しながら、報告できる場となる

とやはり総務・経済常任委員会の場になるのかなとは思いますので、その中で改めて報告

という形にさせていただければと思っております。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 最初私答弁もらわなかったですし、竹田委員の質問に対してあわせて私の聞い

たこともチラッと答えてくれた中で、「いまからでも内容を足していく」、私は不可能だな

って正直思っているんですけれども、いまの東出委員とのやり取りを聞いても、またいま

の途中の答弁で西山事務局長は「在宅医療に対応に力をいれなきゃならない」、その辺の文

言も含めて結構長くお話になりましたけれども、そういう文章だったりあるいは数字です。

59 ページの具体的な取り組みについては、西嶋主査からは「これまでと変わらないです」

という程度の説明だったんですけれども、やはりこれらの具体的取り組みの中に、いま事

務局長が言われた言葉とかを載せなきゃならないべきであって、プラスその前のページに

戻りますけれども、例えば数値目標の設定も明らかにわかりきったようなこの数字のみな

らず、いま言った具体的に改革していく部分の目標設定の数値だとか載せるべきだと思っ

ていて、いま聞くとそれらのことも含めて改善して再度提出、提案するっていうことにな

っちゃう返事ですけれども、そういう捉え方で大丈夫ですか。

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。
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休憩 午前 11 時 22 分

再開 午前 11 時 29 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 ただいまの平野委員からご質問ありました内容について、お答え

します。

先ほど来、私の答弁の曖昧さもって混乱させて本当に申し訳ございません。まずこのプ

ランについては、先ほど来いろいろ説明あったように、まず総務省のガイドラインに沿っ

た形で、どちらかというと大枠的な部分の掲載という形になります。ただ、後半の今後の

方向性、数値も含めての部分については、あくまでもただここに数字を載せているだけで

はなくて、これに基づく計画も用意してございますので、今後そちらの詳細の部分につき

ましては、プランの部分ということではなく、個別に作成しているところでいろいろちょ

っと協議いただきながら、皆さんのいろんな先ほど来、出していただいているアイディア

とかも含めて、反映できる部分については反映していきたいと。ただ、この計画について

はあくまでも令和 9 年という形にはなっていますけれども、ここ 1 年・1 年本当にいろい

ろ変化があると思います。それについては、当院としてもその都度いろいろ改善を図りな

がら計画の見直しという部分もやっていかなければならないと思いますので、その辺のそ

の際も皆さんにもいろいろご意見をいただきながら修正を図っていきたいと思いますので、

ご理解いただければと思います。

安齋委員長 新井田委員。

新井田委員 いま事務局長からいろいろ説明あって、先ほど休憩の中でいろいろ議論しま

したけれども、概ねこの計画っていうのはこれでほぼほぼ個人的には、これがほぼほぼ原

案になるんだろうというふうに思っている。ただ先ほど言ったように、やはり内容に関し

ては私個人的には、ほぼほぼ管理の状況の説明ならっていうふうに思っているんです。一

部そうでないかたもいるかもしれないけれども。そういう中で先ほども申したように、や

はり営業プランも具体的にって言えば変だけれども、これに載せるのか載せないのかわか

らないけれども、仮に載せなければここに計画の推移の中で 64 ページ、この中に経営強化

プラン策定委員会になるものがあるわけですよね。だからこういう中で、5 項目くらいい

ろいろ記載されているけれども、こういう中でそういう営業プランをガッツリ揉んでいた

だいて、そして来たるべき時期に我々に報告するとか、いまの話のトータルをまとめてこ

ういう話も出たよ、こういう方向性もあるよねっていうようなことで、大いに議論をして

いただいて、そして我々にお示ししていただければなとそんなふうに思っていますので、

その辺見解をお願いします。

安齋委員長 西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 先ほどの資料で 64 ページになりますけれども、まず先ほど来説明

しているとおり、今回の素案については議会もとおさなければなりません。また、いま言

われたように策定委員会の中でも内容について協議を図らなければなりません。最終的に

は地域医療構想というところにもいままで内容、協議した部分を報告という中で動きが今

後出てきますので、まずいま言われたように各委員会の中で、きっちり協議しながら最終
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的なものをまとめていきたいと思いますので、ご理解いただきたいと思います。よろしく

お願いします。

安齋委員長 廣瀬委員。

廣瀬委員 今回の先ほど来言っていた総務省、ガイドラインに沿った大枠のプランってい

うことで、私も理解はしております。具体的な部分で言うと透析関係は載っていたので、

それも良いかなとは思うんですけれども、ただ透析に関して先ほど話があった部分で、こ

れは策定委員会から上がってきた現場サイドの話と理解はしているんですけれども、西山

事務局長も言ったとおり、いろんな議論の中で見直ししてＰＤＣＡサイクルを回していく

というのには、大いに期待しておるところでございます。その策定委員会、たくさんの議

論の中で 1 点だけ、いまの歯科診療の議論というのはあったのか、なかったのか。それか

ら、それに対してどう方向付けていくかというような話もあったかなかったかというのを

お伺いしたい。

安齋委員長 西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 今回、歯科っていう部分については、今回のプランの中では協議

はしておりませんでした。

安齋委員長 廣瀬委員。

廣瀬委員 ちょっと残念なのが多くの町民の声なんですけれども、やはりこの当町には歯

科診療っていうのは、国保病院しかないと。数年前に 1 件、廃業になったということで、

かなりやはり予約も取れず、何か月も待たされるっていうのが現状っていう部分なんです

よ。それの現状がなぜ現場サイドで出てこないっていうのが不思議な感覚をもつんですけ

れども、ただ今後、それも改善点として話していってもらえればなと思っておりますので、

よろしくお願いします。

安齋委員長 ほか。

又地委員。

又地委員 過日、広報かなにかで紹介があったんですけれども、副管理者。従来、副管理

者を置くっていうのは、いままでなかったと思うんです。いま現在は、小澤先生が管理者

ということになっていたんだけれども、過日、なにかで広報かなにかで副管理者っていう

紹介があったんですけれども、この副管理者制度だと思うんだけれども、その辺はどんな

形で副管理者を置くことにしたのか。私が察するところによると、例えば小澤先生は来年

の何月かわからないけれども退職のようだというふうに感じているんですけれども、もう

すでに副管理者制度をいれたっていうことは、そのかたが将来的に管理者という形にもっ

ていくような形をとるために今回副管理者制度を導入したのか、その辺を確認しておきた

いと思います。

安齋委員長 西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 いま副管理者、管理者補佐っていう立場という肩書きでちょっと

出ていたという話でございます。これにつきましては、実際自分が行く前にそのような肩

書きがまずありました。その経緯というのが正直確認もしておらず、そのままの形でいま

現在に至ってはいるんですけれども、あくまでも病院事業管理者である小澤先生のすぐ病

院事業としての副管理者っていうことではなくて、あくまでもいま病院運営、治療含めて、

病院としての立ち位置の中での管理者っていう形になっていますので、次管理者に上がる
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だとかそういったことでもございませんので、誤解されるようなあれではありますけれど

も、ご理解いただければと思います。

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午前 11 時 39 分

再開 午前 11 時 55 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

ほかに。

竹田副委員長。

竹田副委員長 縷々、休憩の中でいろいろ議論されましたけれども、私はやはり事務局長

が冒頭の挨拶の中で、きょうのこの強化プランについては、説明をして皆さんからいろん

な意見をもらいたいということ。これがやはり基本だと思う。

それと、後段の答弁の中で俗に言う実施計画、振興計画であればこの強化プランが基本

構想であって、具体的になにをするかっていうのは実施計画、振興計画から言えば。そう

いうものだって病院でも作っていると思うんですよね。やはりそれを我々のほうに示して

もらえば、具体的な数値だとかどうするんだっていうことがあからさまになると思うんで

すよ。それで、いろいろ議論をしてこの部分はこう変えようねとやはりそういうふうにす

べきだと思っています。

それと、いろんな休憩の中での議論の中で経営強化プラン、個々にやはり議員の認識も

違っている思うんですよね。というのは私もこれ、令和 6 年から 9 年までの一つの構想か

なと思っていた。7 年度っていうのは、南渡島医療圏北海道の医療の改革っていうか改善

の中でどうなってくるかっていうことだと思うんですよね。その辺が 6 年っていったり 7

年っていうそれぞれの認識、やはり共通の認識をしなければいけないっていうふうに思う

ものですから、その辺について歯科医とこのプランについては、いつからいつっていう部

分について再確認したほうがいいのかなっていうふうに思います。

安齋委員長 西山病院事務局長。

西山病院事業事務局長 竹田委員のご質問にお答えします。

まず今回のプランにつきましては、終わりが令和 9 年度という形になりますので、まず

これが策定でき次第 9 年度までの計画っていう形になります。ただ、この計画を進める中

で令和 7 年度に地域医療構想としてのこれから示される計画等も出てきますので、その中

で急性期がどこに何床とかという形でいろいろ動きが出てくると思いますので、またそれ

らについてはその都度計画を見直しながら進めていくということで、基本的な今回のプラ

ンの計画については、令和 9年度までの計画ということでご理解いただきたいと思います。

安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 なければ、病院事業についての説明を終わります。

西山事務局長、西嶋主査、お疲れ様でした。

暫時、休憩をいたします。
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休憩 午後 12 時 00 分

再開 午後 1時 00 分

・特別養護老人ホームいさりびの現状と課題について

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

続きまして、特別養護老人ホームいさりびの現状と課題についての説明を求めます。

東事務長。

東特別養護老人ホームいさりび事務長 それでは、特養いさりび東です。よろしくお願いい

たします。

今回、資料のほうを提出させていただきまして、上半期の収支状況、それと現在のいさ

りびの現状と課題についてということで、資料のほうを提出させていただいていますので、

よろしくお願いいたします。

それでは、上半期の収支状況につきまして、説明させていただきます。

2ページ目から 6ページ目となっておりますので、それではまず 2ページ目です。

状況報告書ということで、3ページ目以降の文書でまとめさせていただいていますので、

後ほど読んでいただければなというふうに思います。

それでは、3ページの資料に基づいて説明させていただきたいと思います。

上段にあります、利用者状況の対比についてです。

入所、特養の部分につきましてです。

入所者数は延人数で 5 年度、1 万 4,272 名と 594 名増えております。1 日あたりの平均で

いきますと 77.98 名と、前年度より 3.24 人増えています。

1日あたりの収入単価ですが 1万 3,732 円と、前年度より 205 円増えております。

この増えている要因といたしましては、処遇改善の部分が新たな加算として取得したこ

とによって、増えているという状況です。

続いて中段、短期入所につきましては、延人数 593 名と、前年度より 228 名少なくなっ

ております。

1日平均人数でいきますと 3.24 名と、1.24 名少なくなっております。

これにつきましては、昨年は入所者が少なかったことで、積極的に短期入所を受け入れ

ていきましょうという方針の中、長期の利用者もいたこともありまして、4.48 名というい

ままでの過去最高の利用者数だったんですが、3.24 名というのも例年からするとそれなり

の平均ではありますので、前年度と対比すると少ない状況とはなっています。

1日あたりの収入額ですが、1万 2,210 円と 744 円少なくなっております。

これは、平均介護度を見ていただければいいんですが、介護度が 0.8 ポイント少なくな

ったことによって、単価が少なくなっていると。

続いて、通所です。

延人数 2,517 名と、185 名少なくなっております。平均でいくと 16.13 名と 1.19 名少な

くなっております。これも原因とすれば、長期入院だと利用回数が多いかたの休みが多い

ことで、人数が少なくなっているという状況です。

1日あたりの収入につきましては、1万 743 円と 380 円増えております。
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これは、特養でも単価アップしております処遇改善の加算を取得したことが大きな要因

となっております。

続いて、表の中段です。

特別養護老人ホーム事業収益です。

施設運営事業収益、全体で 2億 326 万 3,228 円と 755 万 6,289 円増えております。

施設介護料、これは特養になります。

利用者が増えたことで、1 億 6,493 万 7,973 円と前年度より 1,027 万 9,715 円増えてお

ります。

居宅介護料は、ショートの短期入所の部分です。

555 万 3,239 円と 273 万 7,088 円マイナスとなっております。これは、利用者が少なく

なったことです。

続いて、施設運営事業外収益 979 万 584 円で、前年度より 155 万 6,191 円少なくなっ

ております。

他会計負担金、起債の利子分の町からの支援の部分です。

利子分が少なくなったことが少なくなっております。

国庫補助金です。前年度、処遇改善の部分の前半が補助金ということで、国から支援補

助がありましたので、その分が今年度加算として介護報酬のほうに切り替わったことで、

今年度収入がないことで収入はゼロとなっております。

あわせて、2億 1,305 万 3,812 円と前年度より 600 万 98 円の増となっております。

続いて、通所の事業収益です。

施設運営事業収益 2,703 万 9,078 円と、前年度より 96 万 744 円となっております。

これは、通所の利用者が減ったことが大きな要因となっております。

事業外収益、あわせまして 2,728 万 1,578 円ということになっております。

続いて 4ページ目、事業費用について説明させていただきます。

まず、特別養護老人ホームの事業費用です。

施設運営事業費用です。

1億 9,705 万 4,443 円で、107 万 3,583 円増えております。

内訳でいくと給与費 1 億 2,425 万 1,345 円で、前年度より 260 万 8,967 円マイナスと

なっております。

昨年 7 月末で、正職員 1 名退職しています。あと今年度、2 名が正職員から再任用にな

ったことで、給与が少なくなったこの 3 名の増減があったことから、マイナスという状況

です。

あと経費です。

2,477 万 5,431 円と 324 万 3,073 円の増となっております。

物価高騰だとか、あとは光熱水費の増が主な要因、あと修繕費です。施設の老朽化に伴

って床暖房の機器、暖房の給排水の修理だとかが重なったことで、経費が増えています。

続いて、事業外費用が 7 万 2,810 円で、あわせて 1 億 9,712 万 7,253 円となっておりま

す。

通所リハビリ事業費用ですが、2,000 万 8,594 円となっております。

576 万 8,771 円マイナスとなっております。
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大きなものは給与費です。1,845 万 3,946 円と、562 万 8,524 円のマイナスです。

これは、今年度のリハビリ職員の配置している職員の給与を国保病院で対応するという

ことで、支援いただいていることから丸々その分がマイナスになっているという状況とな

っております。

損益になりますが、事業損益で今年度 1,323 万 9,269 円と、前年度より 1,129 万 733

円の改善と。また、経常損益につきましても 2,319 万 9,543 円と、954 万 5,682 円の改善

という内容となっております。

続いて、5 ページ目・6 ページ目につきましては特養の利用状況、新規入所者、退所者、

または 6 ページが通所リハビリの利用者状況ということで、表のほうを付けさせていただ

いていますので、ご参照願えればと思います。

簡単ですが、上半期の状況について説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろ

しくお願いいたします。

安齋委員長 説明が終わりました。

なにかご意見等ございますか。

平野委員。

平野委員 予算の承認から上半期の推移まで、予算委員会の時も申したとおり、高齢者介

護サービス事業会計については、病院会計でしたり町だったりの他会計負担金に助けられ

ながら運営している。ただ、その中でも入所者でしたり短期のしっかりとしたお客さんと

言いますか、方々を獲得して少しでも運営を頑張っていこうという中だったと思います。

それで、3 ページ目になりますけれども、以前数年前から比べても入所者の数について

は、ほぼほぼ目標どおりやれているのかなと。それを継続していただいているなとこれは

努力が見える部分だと思います。そのことによって、おそらく職員の配置でしたり、元々

短期と通所を伸ばしていかなければ運営としては厳しいという中、今回は短期に限っては

昨年よりは減ったけれども、その前よりは数字はいいんだよという説明のとおりだと思い

ます。ただ、通所に関しては昨年よりも約 1.19 名下がっている。さらには、一昨年よりも

下がった数字なんですね。これは、先ほどの要因としては回数の多いかたが欠席されたり

入院されたりっていう理由をお聞きしましたが、それ以外に職員の不足で実際募集をでき

ないだとか、そのような理由がなかったものなのか。あとは今後、下期に向けてこの数字

を少しでも伸ばせる要因を皆さんで検討して、それが可能なものなのかどうなのかという

見解について、お伺いしたいと思います。

安齋委員長 東事務長。

東特別養護老人ホームいさりび事務長 それでは、平野委員の質問に対してお答えしたいと

思います。

通所の職員の部分ということで、まず職員の配置についてなんですが、後ほども説明さ

せていただきますが、職員の状況というのは表で後ほど説明のほうを全体ですがさせてい

ただきます。

通所のリハビリテーションの部分につきましては、令和 4 年の時点で常勤 7、パート 5

名ということで、実際 12 名で回していました。今回、利用者数が減った部分につきまして

は、先ほど説明したとおり登録者 1 人についても 3 回利用のかた、また 1 回の利用のかた

など登録回数によっては、例えば一週間休んだとしても 1 回の人が 1 休むより、3 回の人
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が休んだほうが大きいというような内容ではあります。そのかたが体調不良、また長期入

院だとかということが重なってくれば当然利用者数も減ってきますが、そもそもの登録人

数自体がこの表でもわかるとおり少なくなっています。現在の職員の配置状況からすると

令和 4 年の 4 月で 12 名、今年度の 8 月の時点で常勤・パートあわせて 11 名ですが、常勤

の数が 7 名から 9 名ということで増やしていますので、全体的な職員の配置とすればいま

までと特段変わっていないということで、現場とまたリハビリの職員にも話をして、まず

いまの利用者数減った分をもとに戻しましょうということで、いま努力しているところで

12 月にも 3 名ほど新規で受け入れる予定となっております。ですので、最終的には昨年と

同じくらいの数値はもっていきたいと。改めて職員配置をしている中で、目標設定 20 名と

いうのを設定していますので、少しでもその目標に近づけるよう努力していきたいという

ふうに思っております。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 すみません、登録者数の表ってどこに書いてありますか。

安齋委員長 東事務長。

東特別養護老人ホームいさりび事務長 6 ページの通所リハ各月末利用者状況の中段に合計っ

ていうところがありまして、男 9 月末であれば 22、女 50 っていうことで、いま現在 72 名

のかたが登録しています。この 72 名のかたが週 1 回のかたもいれば、週 3 回の人もいると

いうところで、これが実際延人数でいくと何人になるかっていうことにはなると思います

が、実際のところそういうところです。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 まずわかりました。12 月に新たに 3 名加わるということで、昨年の数字には最

低追いつきたいという事務長の思いは伝わりました。ただ、予算委員会の時だったのか決

算委員会の時だったか、いまのキャパ人数ですよね、何人まで受け入れられるのかと。実

際過去には、この人数に達していないのに職員不足で受け入れられなかった実績もありま

すし、ただ、いま聞くと職員の数は十分だと。であれば、登録者数を上手く回数のバラン

スをとって、この平均人数を 20 以上にもキャパが確か 22 とか 23 だったと聞いたイメージ

があるんですけれども、やはりその数字をきちんと目標にすることによって、あくまでも

もちろん職員の回しがきちんとできればですよ。そうすることによっての介護サービス事

業会計の収支が少しでも上向いていく、それでも限界はありますけれども、やはりそれぐ

らいの数字を目標にもつべきだと思うんですけれども、そこに対して実際いま申し込んで

待っている人がいないのか、対象者がそこまでいないのか、そういう課題もあるのかどう

かも含めて、最後にお聞きしたいと思います。

安齋委員長 東事務長。

東特別養護老人ホームいさりび事務長 いまのまず目標数値の設定でございます。

この表のいまの登録者数のその下に利用者数って載っていると思うんですけれども、そ

このキャンセル率というのを見ていただきたいんですが、例えば 20 名登録しています。

ただ、そのうちの 1 割 5 分平均は欠席、休むかたなので、実質利用する人っていうのは

17 名とか 18 名というような状況になります。いまうちのほうで目標設定をしている部分

については、1 日あたりの登録者数については平日 25 名、土曜日については 13 名という

ことで、あとキャンセルに基づいて 1 日実利用者数 22 名、土曜日 10 名でいくと週 120 名
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のかたが通えると。そうすると 1日平均 20 名ということで、現場の職員にはその旨伝えて、

あと相談員もその数字を目標にいま動いている状況です。ただ、実際問題いまはそこまで

いけるような伸び率でもないですので、最終的な目標設定として設定した上で、いまはそ

こまでやるためにどうしていくのかというようなところで、現場は動いているという状況

です。

10 月・11 月と待機者は少なかったんですが、12 月に向けての待機者で現在が新規 4名、

増回希望が 6 名で、増回希望の 6 名を足すと 9 回分増やしたいというような利用者がいま

す。ただ、増回については通っている曜日だとかもありますし、3 回の人が 5 回というと

なかなか難しかったりとかというのもあるので、一概にその人達を振り分けられるという

のはなかなか難しいですが、基本的に新規で申し込んだかたについては、全員受けていく

というスタンスでいます。以上です。

安齋委員長 ほか。

竹田副委員長。

竹田副委員長 5 ページの資料を見ているんですけれども、特養の施設については各町と

も整備になっているっていう状況ですよね。木古内町の人口はいま 3,600 台の中では、こ

の入所の数字がマックスなのか横ばいなのかっていう感じはします。意外と多いのが知内

町の 12 名っていうこれが随分多いなっていう感じします。ただ、なかなかこの種のもの各

町に同様の施設があるものですから、なかなか広域連携だとかそういう部分で入所者を呼

び込むっていうのは、至難の業だと思っています。

それと、やはり私達がいま心配なのは、介護保険の事業計画と若干リンクするんですけ

れども、当然通所だとか短期これについては、小規模多機能さくらとの競合がやはり通所

と短期については出てくるんですよね。その辺がうちのいさりびの特養とかぶるっていう

かなんて言うんだろう、バッティングしていないのかどうなのかってその辺の連携は取っ

ているのかどうなのかっていうところも含めて、ちょっとお知らせ願いたいなと思ってい

ます。ただ、いさりび特養の上半期のいま説明を聞く中では、順調に推移しているなって

いうそういう評価です。

安齋委員長 東事務長。

東特別養護老人ホームいさりび事務長 それでは、竹田委員のご質問にお答えしたいと思い

ます。

まず、入所者の数字です。今年度いまの上半期で 78 というような数字ですが、基本的に

はたぶんいっぱいの数字だと思います。これが 80 っていうのは、ほぼほぼ無理だと思いま

す。満床でずっといるというのは基本的に難しくて、ここでも見ていただけるとおり、9

名のかたが退所しています。この方々は基本、お亡くなりになられたかたです。お亡くな

りになってから次のかたが入るまである一定の期間がありますので、その期間を含めても

80 というのはもう次の日には入っていなければならないという状況からすると、なかなか

難しいと。あとは今回、基本うちの施設いま看取りをしていますので、長期入院というの

が少なくなったんです。なので、78 程度にはなっているんですが、病的なかたでどうして

も病院に行かなきゃならない、長期入院しなきゃならないというかたも少なからず出てき

ますので、いまの 78 というのは逆に言うとうちの施設的にはできすぎな数字かなというふ

うには思ってはいます。
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あと、各町の施設の受入状況云々という話もあったと思うんですが、待機者の中にも例

えばいさりびと例えば知内の施設を待機しているかたもいますので、あとは施設運営側と

して空き状況と、あとは介護度の高い人をいれることによって単価アップを図っている施

設なんかもありますので、そこをバランスの中でうちは基本的には 3 以上であれば積極的

に受け入れているという状況になっています。

あと通所と短期の受け入れの小規模多機能さくらとのバッティングの関係ですが、基本

的に小規模多機能につきましては、1 か月の契約になりますので、例えば小規模多機能を

利用していながら、うちのショートを利用するというのはないんですよね。なので、そこ

ら辺の利用者の棲み分けというのはしっかりできているのかなというふうに思っていて、

それがいまの上半期の状況でいくとだいたい 3 名程度というようなところがありますし、

町内でいくとうちしかショートを受け入れているところは、通常のサービスを受けていて

受け入れるところはないですし、知内なんかも基本的には積極的には受け入れていないよ

うには感じますので、なにかあればだいたいうちのほうには相談はきていますので、ベッ

ドコントロールの中で受け入れるところについてはしっかり受け入れていきたいというふ

うには思っています。以上です。

安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 それでは、次に特別養護老人ホームいさりびの現状と課題について、東事務

長。

東特別養護老人ホームいさりび事務長 それでは、7ページ目からお開き願います。

今回、新たにいさりびの現状と課題についてということで、今回資料のほうを作成させ

ていただきました。

それでは、資料に沿って説明させていただきます。

まず、1番目です。現状についてということで、経営状況について。

実績と見込ということで、令和 3 年度から 5 年度の見込まで載せさせていただいており

ます。

事業損益では今年度の見込が 6,977 万 1,000 円と、ほぼほぼ前年度と変わりない実績を

見込んでおります。あと経常損益ですが、2,169 万 8,000 円と若干去年より増えていると。

現金残高につきましては、5 年度・今年度です。国保病院のほうから 1 億円借り入れし

ております。現金残高 1 億 1,895 万 7,000 円と、借り入れした中で 1 億円を割るような

現金残高となっております。これの状況といたしましては、5 年度この 12 月で補正させて

いただきたいと思っておりますが、人事院勧告がありまして、実は 8 ページの下段のほう

に人件費の上昇というのを載せてはいるんですが、最高で 1 万 2,000 円の月額が上がって

おります。給料表の低い人というか給与の安い人が 1万 2,000 円から給与上がるんですが、

どちらかと言うとうちの施設はそういうかたが多いですから、今回補正でだいたいです。

人件費、給与費で 1,300 万ほどの補正になります。ですので、前年度の対比でいくと経

常損益、または現金残高でいくとその分が去年より増えるというような内容となっており

ます。

続いて、利用者状況についてということで、11 月末時点の入所者数は 76 名と。待機者

のうち待機者が 5名、うち 3名については 12 月に入所予定となっております。
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あと、相談件数です。まだ申し込みはないものの、現在 1 名相談に来ている状況です。

実績と見込ということで、4 年度の特養の状況は 75.66 名だったんですが、今年度は 77

名、ショートについては 3名、通所については 17 名というような見込でおります。

職員の状況についてです。職員数については全体で 80 名、特養・通所に分けて正職・準

職、常勤・パートというようなことで、準職からパートについては、通常会計年度任用職

員というような扱いです。ただ、ここについては恵心園との統合によって身分が分かれて

いるので、一応こういうような表現にさせていただいております。

この 80 名の年齢構成になります。一番ここが大事になってくるのが、60 歳以上の介護

職員がある一定数いるということで、平均年齢は特養で 47.3 歳、通所 51.6 歳ということ

で、ある程度の年齢層のかたが働いていることから今後、ある程度の介護職員の確保とい

うのが課題になってくるだろうという状況です。

あと、職員の報酬等の待遇ということで、いさりびあとは三つの施設から一応参考程度

にいただきました。

1 年目の給与につきましては、うちが 15 万 100 円、あとＡ・Ｂ・Ｃによっては 15 万 7,0

00 円から 14 万 3,000 円とうちより多い少ないはあります。10 年目になると結構な差が出

ているなというのが今回、改めてわかりました。あと、年間の月数についても 2.4 から倍

近い 4.15 というようなところもあります。平均年齢も記載されているとおりです。ただ平

均年収、下から 3行目を見ていただければ、いさりびは一応 360 万の平均年収があります。

あと、月給が高くても年収が多い少ないもありますので、この辺についてはうちは介護

職手当だとかの処遇改善というようなことで支出していますのと、あとは夜勤手当です。

夜勤手当が結構多いことが大きな理由なんだろうというふうに思っております。あと、

これは 4 月時点での月給になりますので、先ほど人事院勧告の月額 1 万 2,000 円程度増し

ていくという部分については、これに増えるとこの額にプラスになるということになって

いくことになります。

続いて 8ページ、課題についてということで説明させていただきます。

1 番と 2 番です。木古内町の人口推移、または要介護認定者数をもとに課題について、

記載させていただいております。

人口は減少していくものの、75 歳以上の高齢者は基本的には横ばいとなっています。

うちは、その年齢層から利用者があるものですから、75 歳以上というような括りで載せ

させていただいております。

また、要介護認定者は減少傾向ではありますが、そこまで大幅に減少していないという

ふうな分析をしているところですので、基本的には利用者の確保については、現状維持で

できるのではないかと。少なくともそこに向けた対策は図っていかなければならないとい

うふうに思っております。

ただ、25 歳から 59 歳までの就労人口が大幅に少なくなっております。先ほども言いま

したとおり、高齢者の 60 歳以上の職員が多いことから、職員の確保が相当難しくなるだろ

うということから、外国人を含めた確保対策を急いで行わなければならないというふうに

は考えております。

続いて 2 番、経営についてということで、5 年度の最低賃金の改定により、大幅に上昇

した人件費というのは、相当やはり経営を圧迫しております。6 年度以降も上昇は見込ま
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れていることから次年度、介護報酬の改定がありますので、この内容によっては相当数厳

しい状況になるんだろうというふうに思っております。

過去の改定率を見てもなかなか大幅な改定がされていないことから、その改定状況によ

っては改めて町、または病院事業というようなところとの連携の強化は必要だろうという

ふうに考えております。

1 番の人件費の上昇ということで、令和 2 年から 3 年度にかけては 2,000 円、3 年度から

4 年度にかけては 4,000 円、4 年度から 5年度、今回の人勧については 1 万 2,000 円という

ことで、大幅に賃金が増えていると。今後もいまの政府の状況からするとまだ同じような

ペースで増えていくような方向性でもありますので、なかなか今後についても経営をする

上では厳しい状況となっています。

あと、介護報酬の改定です。

四角く囲っているところが 3 年度に一度、介護報酬の改定ということで、実施されてい

ます。前回が 3 年度、その中に消費税の増回って言うんですか、消費税が増えたり処遇改

善ができたりするとその都度その部分について改定をしていっていることから、ある程度

毎年のようにはありますが、基本的なところでいくと 3 年に一度というふうになっていま

す。6 年度に例えば今年度の人件費の上昇分を介護報酬で改定されたとしても、それ以降

の人件費の上昇分については、次の介護報酬でないと改定されていかないので、増えれば

増えるほど施設は大変になっていくというのが基本的な介護報酬の状況かなというのと、

なかなか財源がない。あとは、少子化のほうに社会保障費が回っているという現状もあり

ますので、今後どうなっていくのかなというのは推移していかなければならないという状

況です。

続いて 9ページ目、それをもとに収支計画のほうを添付させていただいております。

6 年度の介護報酬改定については、正直いまのところ情報が全くない状況ではあります

ので、現在の介護報酬をもとに作らせていただいております。

下段のほうです。

経常損益上でいくと今年度 2,100 万、次年度以降も 2,000 万から 3,000 万ということ

で、マイナスの赤字にはなりますが、その程度の推移とはなりますが、一番下段です。

現金残高については、毎年 2,000 万から 3,000 万、8年度では 4,000 万ということで、1,

500 万程度、3 年後では 1,000 万借りた分が丸々なくなっていくだろうという状況で、これ

は給与費の中段にあります給与費が、前年度 3 億 5,300 万だったものを今年度 3 億 5,400

万になって 100 万しか増えていないんですが、以前はここをリハビリ職員分の給与費がな

くなるということで、もっとマイナスだったんです。1,000 万近くマイナスだったのが増

えています。6 年度以降は、取りあえず毎年 3 ％の人件費上昇というのを考えながら、こ

こは上がってきています。

あと経費についても物価高騰だとかを含めて数字を上げていますので、おおよそいまの

ところの見込みではいるかなというような状況で、令和 8 年度まではいまの利用者を確保

する中では、運営はできると。あと介護報酬改定がどの程度になるかで、また変わってく

るかなというふうな分析をしているところです。以上です。

安齋委員長 説明が終わりました。

なにかございますか。理解したということでよろしいでしょうか。
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（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 それでは、質問のほうを締め切ります。

以上で、特養養護老人ホームいさりびの現状と課題についてということで、説明のほう

をこれで終わりにしたいと思います。

東事務長、ご苦労様でした。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 1時 36 分

再開 午後 1時 39 分

＜建設水道課＞

・公営住宅等長寿命化計画の改訂について

安齋委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは建設水道課、まず公営住宅等長寿命化計画の改訂についてということで説明を

お願いいたします。

構口課長。

構口建設水道課長 それでは、木古内町公営住宅等長寿命化計画について、説明いたしま

す。

まずこの計画についてなんですが、ことしの 9 月の令和 4 年度決算委員会にて、今後 10

年間の町営住宅の活用についてということで、中野団地を用途廃止するということで報告

させていただいておりましたが、本日は改めて本計画の概要版にて、説明させていただき

ますのでよろしくお願いいたします。

なお説明についてなんですが、それぞれ資料にマーカーをしておりますので、順次それ

を読み上げて説明させていただきます。

それでは、1ページをお願いいたします。

1の計画の目的です。

1-1.計画の背景と目的としまして、この計画ですが平成 29 年度に木古内町公営住宅等長

寿命化計画を改定いたしまして、町営住宅等に関する各種施策、事業に取り組んできまし

た。これにつきましては、改定から 5 年が経過することから、町営住宅等の状況、あと社

会情勢などを勘案して修繕など建物の長寿命化を図って、建物にかかるコストの削減を目

指して団地別の活用方針を立案し、本計画を策定したものでございます。

その下の 1-2.計画期間でございます。

本計画につきましては、令和 5 年度から 14 年度までの 10 年間を計画期間としまして、

計画内容については、概ね 5年程度で見直しを行っていきます。

2ページに進みます。

木古内町の公営住宅等の現状でございます。

2-2.町営住宅の現状、（1）管理戸数です。

令和 5 年 3 月末時点で、9 団地 263 戸、このほかに 1 団地 39 戸の道営住宅が供給されて

いる状況でございます。
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3 ページに進みます。

（2）の構造・建設年度です。

建設年度別に見ますと、昭和 46 年度から昭和 55 年度の建設が 96 戸、全体の 36.5 ％を

占めており、仮に今後建替等を行わない場合と仮定した場合なんですが、10 年後にはこれ

が 126 戸となりまして、47.9 ％が耐用年数を超過することになる状況でございます。

4ページです。

2-3.入居者の状況でございます。

世帯主の年齢で全体で見ますと、比較的若い 40 歳代以下が 28 世帯、約 14.8 ％である一

方、60 歳代以上、129 世帯、68.3 ％、世帯主の高齢化が進んでいるという状況でございま

す。

次に世帯人数ですが、1 人世帯が 112 世帯で 59.3 ％、2 人世帯が 54 世帯の 28.6 ％、入

居者全体としての平均世帯数が 1.57 人となりまして、比較的小規模な世帯が多くなってい

る状況です。

5ページに進みます。

2-4.町営住宅等の需要の状況です。

平成 30 年から令和 4 年度までの応募状況を見ますと、延べ 144 戸の募集に対して 64 件

の応募がありました。倍率にしますと 0.4 倍となっております。団地別に見ますと朝日団

地や前浜団地、いさりび団地など比較的新しい団地、シルバーハウジングの需要が高い傾

向があります。

次に、10 ページに飛びます。

4の長寿命化に関する課題でございます。

4-1.課題の抽出としまして、（3）の町営住宅の現状から見た課題としましては、まず①

として老朽化が進んだ簡易耐火構造平屋建ての削減として、適正な管理戸数にあわせて、

用途廃止を検討する必要があると思っております。

下のほうですが、（4）町営住宅等入居者の状況と需要から見た課題では、11 ページに進

みまして、③の適正な管理戸数の設定ということで、民間賃貸住宅や老人ホーム等の役割

分担を図りながら、適正な管理戸数を設定して、事業を進めていく必要があるということ

です。

13 ページに進みます。

5 の長寿命化計画の基本目標としまして、基本目標 1 誰もが安心して暮らすことができ

る町営住宅の整備、2 として、自然と共生し、安全な町営住宅の整備、3 として、快適に長

く暮らせることができる町営住宅の整備、この三つを基本目標と掲げております。

進みまして、17 ページになります。

6といたしまして、公営住宅等ストック活用手法の選定及び団地別住棟別活用計画です。

6-1.事業手法の選定方針として、（1）対象としまして、先ほども説明しました令和 5 年

3月末時点で、管理する団地が 9団地、41 棟、263 戸としております。

19 ページに進みまして、④として町営住宅管理戸数の想定です。

木古内町においては、道営住宅が供給されておりますから、町営住宅の管理戸数は令和

14 年度で 200 戸、10 年後の令和 24 年度で 130 と想定します。

次に 20 ページ、長寿命化のための維持管理計画、進んで 22 ページの 7-4.建替事業の実
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施方針、（1）基本的な考え方といたしまして、活用手法の判定結果から将来必要管理戸数

を財政状況等勘案しまして、すでに耐用年数を経過している老朽化が著しい中野団地の削

減を進めます。

7-5 としまして、長寿命化を図るための事業実施計画においては、効果的な効率的な事

業実施及び平準化を推進するため、個別の改善、用途廃止等の事業を計画的に実施してい

きまして、概ね 5年後に見直しを行っていきます。

最後に 23 ページです。

これにつきましては、今後 10 年間の町営住宅の活用についてということで、一覧表にま

とめたものでございます。

赤枠で囲っております箇所は、先に説明いたしました中野団地の平屋建てを用途廃止し、

令和 10 年度より順次除却していく計画としております。

最後にまとめといたしまして、この計画につきましては、国による公営住宅等長寿命化

計画策定指針によりまして、計画期間が 10 年以上、概ね 5 年ごとに定期的に見直しを行う

こととなっておりまして、今後、公営住宅等の整備に関して補助の前提となる計画になり

ますので、この計画になります。以上です。

安齋委員長 ただいま長寿命化計画の改訂についての説明が行われました。

なにかございますか。

東出委員。

東出委員 この長寿命化計画っていうのは、これはやはり国のほうにきちんと報告してい

かなきゃならないっていうふうに理解してよろしいんですよね。そうなると例えば一例に

挙げれば、中野団地を挙げていたんですけれども、実際この時に 22 ページに事業実施計画

ってありますよね、7-5。ここで「効果的・効率的な事業実施及び事業の平準化を推進する

ため」という私この辺どういうことなのかなというふうに理解できないでいるんですけれ

ども、教えていただきたいなと思います。ということは、結局は廃止しちゃうと付いて回

るのが危険家屋、それから防犯上だとかいろんなことで、解体していかなきゃならないん

だけれども、そこは解体として理解してよろしいんでしょうか。そうなった場合にこうい

う長寿命化計画を国のほうに出しました、事業を実施します。そうするとそれについての

なかなか一般財源じゃこれ大変な事業だと思うので、この辺の資金の国の制度との流れ、

この辺はきょうのこの説明の中では出ていないんですよ。だから、その辺簡単でいいです。

フロー、流れを教えていただきたいなと思います。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 東出委員のご質問にお答えいたします。

まず、この計画についてでございますが、長寿命化の計画ということで、長寿命化とい

う意味と言えば修繕することによって、その建物を延命していくっていう考え方とあとは

逆に修繕しても修繕費が高くなって、その建物が活用できない建物も場合によっては出て

くるというものになります。これにつきましては、時間が経つことによって建物の状況っ

て都度変わりますので、その関係からまず 5 年後ごとに計画を見直しなさいということに

なります。一番最後の表に付けていた中野団地の今後除却していくという計画につきまし

ては、いまの時点今後 5 年を見た中では、中野団地については用途廃止をして、除却をし

ていくというまず計画を立てていきました。
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あと、危険家屋の部分という部分でいけば、当然残しておけばそういう危険家屋という

ふうな扱いにはなると思うんですが、そこは財政的な勘案もしなければいけないという現

実もあります。その中で、この計画を作っていくことによって、交付金事業でございます

ので、交付率の補助率に関してはケースバイケースなんですが、約 4 割から 45 ％の補助率

というふうになっております。

あと、今後です。財政状況も見据えながら、はたして計画どおり 5 年後に中野団地の除

却を進めていくかというのを今後の財政との絡みも含めて、計画をどう実施していくかと

いうことは、今後の検討課題になるかと思います。まずは、基本計画としてはこういう方

向性で立てさせていただいたということになります。以上です。

安齋委員長 東出委員。

東出委員 だいたい概ねわかったような気がします。ただ、最終的にはまだあそこに 2 階

建ての建物が 6 戸残るということですよね。あの平屋の部分は全部そういう形で計画を立

てて実施していくわけだけれども、そうなると強いて言えば結局空き家になっていれば、

どんどんどんどん建物って劣化していきますよね。だから、その辺は耐火構造になってい

る部分もあるので、なんとかそれもつんだろうと思うけれども、はたしてその部分をじゃ

あもうと言いつつも、4 棟の中にポツンと 1 人住んでいたりなんだりしていますよね。だ

から、そういういま現在住んでいる人の中でも家賃が安いからここでいいんだよと、私は

最終的には最後まで暮らすんだというような人もいると思うんです。だから、もしそうい

う人達に対しての今後の指導とか町の考え方はこうですよという部分でのいま入っている

入居者とのはあなたの話し合いは、当然していかなきゃならないと思うけれども、その辺

はこれからどういう対応を。例えば別のほうに移ってくれとか、なんとかって言っても家

賃が安いからいいんだっていうひともいると思うので、その辺はどうなんですか。今後の

話ですけれども。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 再度の東出委員のご質問でございますが

まず、中野団地の部分に関しましてなんですが、2 階建ての中野団地につきましては、

いま現段階ではあの建物を補修して延命していきましょうという計画になっております。

ただ、これが 5 年・10 年経ちますと耐用年数が過ぎていきますので、また計画が変わっ

てくるということが考えられます。

次に、中野団地の平屋建てのほうに入居している方々の対応についてでございますが、

昨年度ですかやはり床が抜けたとかで修繕がもう 10 万・20 万で終わらないという案件が

あった中で、そのかたをこちらからお話をさせていただいて、話しあった結果比較的状況

の良い場所に移転させて、補償費のほうも補正させていただいて、そういった対応もとっ

たこともございます。やはり比較的中野団地に住んでいるかたは、低所得者の方々が多い

中で、そういった中でやはり新しい団地のほうに引っ越すということもなかなか難しい人

がいるという状況もございますので、まずは中野団地につきましては、いまの状況を最低

限維持していきながら、あと入居者の状況も勘案しながら対応していくというような状況

でいま進んでおります。以上です。

安齋委員長 東出委員。

東出委員 そうすると大変これ個人的問題になっちゃうと思うんですけれども、いま現状
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そうすると平屋には何世帯が入居しているんでしょうか。もしそこはだめですよとなれば

話は別ですけれども。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 中野団地にいま入居している方々ですが、まず全体の管理戸数としま

しては、実は 68 戸あるんですが、そのうち 44 戸だけ入れるといういま状態になっており

まして、実際入っているのは 24 戸でございます。以上です。

安齋委員長 ほか。

相澤委員。

相澤委員 言葉のあれなんですけれども、一番最後のページ、個別改善というふうにある

んだけれども、これはその都度傷んだら直すというような考え方でいいのかな。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 相澤委員のご質問にお答えいたします。

個別改善という意味合いでは、まず各住宅につきましてある程度の計画を作っておりま

す。これもあくまで計画でございまして、今後財政等含めながら協議して実施計画を実施

していくということで、ただ緊急的なものに関しましては都度、個別で対応している状況

でございます。以上です。

安齋委員長 ほか。

竹田副委員長。

竹田副委員長 用途廃止になっている中野団地の 24 戸、現在そこで生活しているこの方達

との町とすれば、この計画が策定された段階で個別っていうか全体の説明会なりを開くの

かどうなのか。いま議会としても 1 月に地域の懇談会を予定しているんですよね。その中

で、そういう部分がどうなっているって聞かれた場合に、「我々、わかりません」っていう

わけにはいかないと思うんですよね。その辺の状況を個別の協議なのか全体の集めての説

明っていうか、何年後にはあと 5 年後にはこの住宅については用途廃止をするんですよっ

て。ですから随時、空いている公住っていうか住宅に移転してもらうっていうそういう手

段をとるのか、5 年後に一斉にどこかに移るっていうことなのか、その辺も含めて現段階

の部分をちょっとお知らせください。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 ただいまの竹田委員のご質問でございます。

まず中野団地の用途廃止につきましては、5 年後・10 年後に向けてまずそういう方向性

でいくということでございます。やはり団地のほうに入居者が住んでいる現状もございま

すので、言葉は悪いですが入居するかたがいなくなった棟から順次、除却していきたいな

というのがまず私どもの考え方でございます。

あと、可能であれば入居者に同じ中野団地内での移動を必要であればお話させていただ

いて、そういう協力も必要な場面も出てくるかなと思っておりまして、地域懇談会につき

ましては現段階では特段、その必要性はないというふうに考えています。ただ今後、中野

団地につきましては建て替えではなく用途廃止、除却していくよという基本方針を今回、

示させていただいたということでございます。以上です。

安齋委員長 竹田副委員長。

竹田副委員長 我々ちょっといま前段の説明と認識が若干違っていたものですから、用途
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廃止を踏み切るんじゃなくて、5 年後の推移を見て俗に言う政策空き家っていうか出たり

亡くなったりした部分から除却なりを順次していくっていうそういう考え。ということは、

地域の人に中野団地については、もうなくなるよっていうことはいまのところ言えないっ

ていうのか、言ってもいい話なの。どうなんでしょう。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 ただいまの竹田委員のご質問についてですが、中野団地の用途廃止に

ついて、公表という意味合いで捉えますと、まずこの計画につきましては、公表されたも

のになっております。今回、公の場として改めてきょう説明させていただいておりますの

で、用途廃止するという認識を捉えていただいて構わないかなと思っております。以上で

す。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 すみません、補足させていただきます。

ただ、強制的に立ち退くというような計画のものでございませんので、そこら辺の説明

というか部分は、私ども現課のほうで入居者のかたと今後、丁寧な説明はしていこうと思

っておりますので、よろしくお願いいたします。

安齋委員長 ほか。

平野委員。

平野委員 まずをもって今回のこの計画の提示の仕方について、やはりこれ内容の部分以

前の問題なんですけれども、議事録に私は残してお返事をいただきたいと思うので、質問

と言いますか確認させていただきたいんですけれども、いま当たり前のように構口課長が

このような計画ができていますなんて説明されていますけれども、これ令和 4 年度の予算

でできあがっているものですよね。5 年度に入ってからなにかのタイミングで、中野団地

が今後いまのような説明をされて、「聞いていないぞ、私達」というのがきっかけで、そう

いえば長寿命化計画、昨年の予算であったのに開示されていないよっていうのをお話して、

常任委員長と事務局なのかがこのような場を作ってくれたんです。でも 12 月ですよ、3 月

に完成してから 12 月。やはりこれもコンサルに頼んで 300 万だったか 400 万だったかの金

額だったと思うんですけれども、そのくらいお金をかけて作る大事さはわかります。これ

は提示しなければということですから。であれば、しっかり終わったあとの開示請求にも

取り組んでいただきたい。当時はまだ我々タブレットがないですから、それをペーパーと

して全員に資料配付するとなれば、それは紙代もかかりますし手間もかかりますけれども、

いまこれからはタブレットですので、資料をしっかりとでき次第各議員に配付するってい

うことはできると思いますので、これは構口課長だけじゃなくてその他の課のこのような

計画も含めて、副町長にそのようなお約束と言いますかお言葉をいただきたいと思います。

安齋委員長 副町長。

羽沢副町長 ただいまの平野委員からのご指摘に対し、お答えいたします。

まずはこのたび、これまで 3 月策定後 12 月に提示したということに対しては、深くお詫

びを申し上げます。また、ほかの計画もいま随時進行しているものたくさんございますの

で、策定し次第しっかりと皆様方と情報共有できるように進めてまいりますので、よろし

くお願いいたします。以上です。

安齋委員長 ほか。
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（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 なければ、暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 2時 07 分

再開 午後 2時 11 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

ほか質問ございませんね。

（「なし」と呼ぶ声あり）

・簡易水道事業会計業務状況について

安齋委員長 それでは次、簡易水道事業会計業務状況についてということで、説明をお願

いいたします。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 2時 11 分

再開 午後 2時 20 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、簡易水道事業会計業務状況についてということで、説明をお願いいたします。

石川主査。

石川主査 お疲れ様です。建設水道課の石川と申します。

では早速ではありますが、自分のほうから本日の資料の 1 ページから 7 ページまでが、

令和 5 年度簡易水道事業会計業務状況報告、8 ページから 15 ページまでは令和 5 年度上半

期下水道事業特別会計の業務報告となっております。

はじめに、簡易水道事業から説明させていただきます。

2ページをお開きください。

読み上げて説明に替えさせていただきます。

令和 5 年 9 月 30 日現在の業務状況は、給水件数 2,045 件、有収水量 16 万 7,036 ｔ、有

収率 71.90 ％となっております。前年同期比較では、給水件数は、家庭用、団体用、営業

用の減少により 172 件の減、有収水量では、営業用、工業用、浴場用において増加、家庭

用、団体用で減少し、全体として 1,635 ｔの減、有収率については 0.70 ％の減となってお

ります。

財政状況は、損益計算書総収益 7,336 万 5,113 円に対して、総費用 6,879 万 8,279 円で、

上半期経常利益が 456 万 6,834 円となっております。

収支の概要では、給水収益（水道使用料）が 5,286 万 8,660 円、費用では営業費用 6,39

2 万 7,633 円、営業外費用 487 万 646 円が主たるものとなっております。

前年同期との比較では、給水収益が 324 万 2,210 円の減少となりましたが、主な要因と

いたしましては、令和 5 年 4 月より行っている水道基本料金の負担軽減による減収による
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ものです。

また、営業費用が 1,325 万 4,899 円の増加は動力費、減価償却費の増、営業外費用 62 万

4,598 円の増加は企業債利子償還金の増となっており、上半期経常利益では、1,091 万 9,3

17 円の減少となっております。

下半期の収益的収入においては、例年、冬期間においての一時的な水道の閉栓及び使用

量の減少による水道使用料金の減収が見込まれるため、料金回収等の収益の確保に努めま

す。

また、資本的支出においては企業債償還の負担が大きいため、費用削減に取り組み現金

の不足が生じないように取り組んでまいります。

続きまして、3ページをお開きください。

令和 5年度上半期簡易水道事業会計損益報告書（税込）、9月 30 日現在の状況です。

1.の総収益が 7,336 万 5,113 円、内訳としては（1）営業収益 5,310 万 9,460 円、（2）

営業外収益 2,025 万 5,653 円となっております。

これに対し、2.の総費用が 6,879 万 8,279 円、内訳として（1）営業費用 6,392 万 7,63

3 円、（2）営業外費用 487 万 646 円で、総収益から総費用を差し引いた 456 万 6,834 円の

経常利益となっております。

また、総費用のうち（2）営業外費用は、企業債償還支払利息となっております。

続いて、4ページをお開きください。

上段は上半期調定状況で、前年同期と対比したものとなっております。

月平均調定件数は 28 件の減、1件平均調定額では 202 円の減となっております。

有収率は前年度 72.60 ％に対し、今年度は 71.90 ％となっております。

下段の上半期事業収支状況で、これも前年同期と対比したものとなっております。

収入合計 7,336 万 5,113 円で、296 万 180 円の増、支出合計 6,879 万 8,279 円で、1,

387 万 9,497 円の増となりまして、収支差引で 456 万 6,834 円、1,091 万 9,317 円の減とな

っております。

続いて、5ページをお開きください。

下半期給水収益決算見込についてです。

上段の表は、上半期水道料金の調定状況で、4 月から 9 月迄の水道料金とメーター使用

料の消費税をあわせまして、5,286 万 8,660 円となっております。

次に、中段の表は下半期水道料金の調定見込みですが、11 月から 3 月迄は、令和 4 年度

実績数値の比率をもとに算出しております。

下半期計欄、水道料金・メーター使用料に消費税をあわせまして 4,811 万 8,388 円で、

令和 5年度の合計は 1億 98 万 7,048 円となる見込みです。

次に下段の表です。

令和 5 年度予算に対する給水収益決算見込みですが、予算額 1 億 304 万 1,000 円に対

しまして、決算見込額は 1 億 98 万 7,048 円で、予算に対して 205 万 3,952 円の減となる見

込みです。

続いて、6ページをお開きください。

令和 5年度の簡易水道事業会計決算見込み状況です。

決算見込額は収入 1 億 6,326 万 6,000 円、支出は 1 億 5,339 万 9,000 円となっており
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ます。

続いて、7ページをお開きください。

水道料金の過年度滞納状況ですが、上段の表が過年度、下の表が現年度の未収となって

おります。過年度で滞納額 206 万 4,568 円、現年度の滞納額 162 万 6,468 円となってお

ります。

下段の表は、督促等の状況をまとめたものですので、ご参考としてください。

まとめとしまして、上半期は、給水件数、給水収益とも減少、減収となっており、下半

期においても上半期同様、家庭用の減少及び冬期間に使用水量の減少等が予想されること

から、さらなる料金回収等に努めてまいります。

また現在、簡易水道事業中長期計画の中で老朽化している施設や配水管や計装設備の更

新を順次行っております。資本勘定における建設改良費や企業債の償還等が今後も継続的

に続くことから、健全な運営に努めていきたいと思います。

以上で、水道についての説明を終わらせていただきます。

安齋委員長 説明が終わりました。

なにかございますか。

東出委員。

東出委員 4 ページ、上段の月平均調定件数ってありますよね。そこで、去年から見れば 2

8 件の減ですよと。この 28 件は「件」という字を使っているんだけれども、家の 1 軒・2

軒と同等に考えていいものなのだろうか、どうなんだろう。まず、それ 1点。

それから、ことしは例年になくすごい猛暑だったでしょう。それで、我々も生活してい

る中で、前年から見れば水道使用料は多かったように思うんだけれども、この猛暑による

水道の水量っていうかこの辺は顕著に現れたのかどうなのか。だいたいその辺は把握して

いると思うんですけれども、簡単な質問で申し訳ないんですけれども、その辺。そうする

とこの 28 件っていうのは、私自身はだんだんだんだん減っていく中では、すごく大きなウ

エイトを占めていくなと私思っているんですよ。そうすると、水道事業会計も大変きつく

なってくるんだけれども、その辺担当として人口もどんどんどんどん減っていくし高齢化

になっていくし、そんな中では水道事業としての将来的、先どうそういう部分で捉えてい

くんだろうかなという部分で、考え方があればお伺いしたいと思います。

安齋委員長 石川主査。

石川主査 ただいまの東出委員の質問ですが、まず「1 件」の漢字の件ですけれども、基

本的に契約 1 件あたりについてこれを使っているので、一家庭というふうに捉えていただ

いて大丈夫です。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 私のほうからは、ことしの猛暑に関わっての水の使用量ということの

お問い合わせだと思います。

申し訳ございません。そこら辺の比較に関しましては、この場にいま資料がないので、

明確な使用量については把握できておりません。申し訳ございません。

そのほかに経営についての大枠でのご質問だと思いますが、現在、料金等の減免もやっ

ている中で、その中はふるさと納税等をやっていて、経営のほうには問題ないということ

で判断して動いておりますので、今後、5 年後ですか改めてこの分に関しての検討は必要
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になってくるかと思われます。以上です。

安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

・下水道事業特別会計業務状況について

安齋委員長 なければ次、下水道事業特別会計業務状況についてということでの説明をお

願いいたします。

石川主査。

石川主査 続いて私のほうから、下水道事業の説明をさせていただきます。

9ページをお開きください。

令和 5年度上半期下水道事業会計業務状況について、説明をさせていただきます。

令和 5 年度下水道事業特別会計の上半期業務状況は、整備面積 121.8 ｈａ、管渠整備延

長 21.1 ｋｍ、水洗接続戸数 808 戸、接続率は 65.5 ％となっております。

続いて、中段の表になります。

受益者負担金調定・収入状況についてですが、9 月末現在で現年度分調定額で 478 万 5，

694 円に対し、収入済額は 375 万 4,856 円で、収納率は 78.5 ％、過年度分調定額 263 万

9,839 円に対して収入額が 2万 4,920 円で、収納率は 0.9 ％となっております。

下水道使用料については、9 月末現在で現年度分調定額 1,654 万 8,840 円に対し、収入

額 1,611 万 160 円で、収納率は 97.3 ％となっております。

過年度分については、調定額 9 万 200 円に対し、収入額 4 万 7,661 円で、収納率 52.

8 ％となっております。

続いて、10 ページをお開きください。

業務報告ですが 9 月末現在、行政区域内人口は 3,661 人で、下水道普及人口は 2,298 人

です。

整備処理面積は 6.7 ｈａ増の 121.8 ｈａ、管渠整備延長が 21.1 ｋｍとなっております。

接続状況については、14 ページに詳細を記載しておりますのでご参考としてください。

中段にあります収支状況ですが、歳入歳出の本年度予算額 3 億 6,654 万 2,000 円に対

しまして、9 月末の収入済額 2,324 万 8,240 円で、執行率 6.3 ％、歳出 1 億 6,146 万 3,

954 円で、執行率 44.1 ％となっております。

続いて、11 ページをお開きください。

下水道事業会計決算見込み状況ですが、歳入 3 億 6,633 万 2,000 円、歳出 3 億 6,626

万 8,000 円となっております。

続いて、12 ページをお開きください。

こちらにつきましては、下水道使用料状況を記載しております。

続きまして 13 ページになりますが、下水道接続件数ですが供用世帯数は 20 戸増えまし

て 1,234 世帯、接続戸数は 9 戸の接続があり、808 世帯となり、接続率は 65.48 ％となっ

ております。

引き続き、接続件数の増加に努めてまいります。

続いて、14 ページをお開きください。
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受益者負担金及び下水道使用料過年度未納状況については、上段の表が過年度、下の表

が現年度の未納額となっており、過年度で 261 万 4,605 円、現年度で 103 万 838 円となっ

ております。

次に、下水道使用料過年度未納状況です。

過年度で 4万 2,539 円、現年度で 43 万 8,680 円となっております。

まとめといたしまして、今年度の上半期は、受益者負担金の収納率が 7 割以上、使用料

についても 10 割近い収納率となりました。

続いて、15 ページにつきましては、岩本主査より説明いたします。

安齋委員長 岩本主査。

岩本主査 15 ページについては、私のほうから説明させていただきます。図面となります。

今年度行った整備の箇所図になっております。

図面の赤実線、主に新道地区なんですけれども、こちらで示したところが今年度、管渠

工事を行ったところとなっております。

この場をお借りして、今年度行っています下水道全体計画の見直しについての委託の進

捗状況をご報告させていただきます。

平成 13 年度から汚水管渠整備こちらのほうを進めてきたんですけれども、ある程度住宅

密集地の整備を完了するにあたり、今年度委託で下水道区域の見直しを行ってきておりま

す。区域の見直しについては、浄化槽との費用比較及び個別の聞き取り調査、こちらをも

とに検討してまいりました。結果、図面のほうに戻りまして、図の黄色で着色した部分、

主に新道地区と旧中学校付近、中野団地上の部分につきましては、今後下水道区域を縮小

し、浄化槽の補助の対象区域に変えていきたいという結論が出ました。

今後の管渠整備の予定ですが、図面の赤の点線で丸をしたところなんですけれども、主

に佐女川神社、佐女川地区、こちらを令和 6 年度整備しまして、その後は一度管渠の工事

は一旦落ち着くと。いままで平成 30 年から年間 1 億のペースで管渠整備を進めてきたんで

すけれども、令和 6 の佐女川を最後に今後は必要な部分のみ管渠整備を行っていくという

形になります。

私からは以上で、下水道について説明を終わらせていただきます。よろしくお願いしま

す。

安齋委員長 説明が終わりました。

なにかございますか。

平野委員。

平野委員 上半期の数字については特段ないんですけれども、いまの岩本主査の説明で、

委託をして聞き取り調査まで行い、このような結論に至ったという話は理解しました。

そこで今後、必要があるところについては、工事をする可能性があるというお言葉でし

たけれども、それは必要に応じてっていうのは個人のお願いがあればつながるっていうわ

けじゃないと思うので、その内容についてはどの部分を必要として工事をする可能性があ

るのか、いま現在の考えをお聞かせください。

安齋委員長 岩本主査。

岩本主査 いままでの管渠は基本的に公道、これは町道・道道・国道を基本にいれてきま

した。ただ一部、私道という町内にも何件かあるんですけれども、要は民有地の道路には
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一応まだ合意がとれていなくて、下水が入っていないところが多々あります。ただ今後、

そこら辺の調整がとれた段階で、下水道の要望があればその部分だけ下水道を工事してい

くといったところが主な内容です。

安齋委員長 吉田委員。

吉田委員 吉田です。

先ほど中野団地のちょっと説明がありまして、いまこれを見ていて平屋の部分は仕方な

いのかなと思うんですよ。それで 2 階の部分、まだまだ使える部分がもう計画にも載って

こないのか、これからやる可能性があるのかというのがちょっと見えてこないんですよね。

中野団地過ぎた奥はもう縮小するという見解なんですけれども、中野団地の 2階の部分、

公営住宅の部分をどうするのか。いまの現状の中でちょっとお答えいただきたいなと思い

ます。

安齋委員長 構口課長。

構口建設水道課長 吉田委員の質問の中野団地の 2 階建ての部分に関しての下水の接続に

対してどうするかということでございます。

現段階では中野団地の 2 階建てにつきましては、延命化を図っていく中で存続するとい

う計画になっております。今後、5 年なり 10 年後に耐用年数が過ぎた中で、用途廃止なの

か建て替えなのかという議論が出てくると思います。そういった中で、下水をやるという

話がその時点では、いまのこの下水の計画の中では考えてございません。今後は、ちょっ

と下水の接続方法に関しては、仮に中野団地が建て替えになった場合とすれば浄化槽で対

応するというような形になるかと思われます。以上です。

安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

・下水道事業特別会計の企業会計化への事業進捗状況について

安齋委員長 なければ次、下水道事業特別会計の企業会計化への事業進捗状況についてと

いうことで、説明をお願いいたします。

石川主査。

石川主査 それでは私のほうから、現在、特別会計である下水道事業が令和 6 年 4 月 1 日

より、地方公営企業会計が適用となりますので、概要をご説明いたします。

2ページをお開きください。

はじめに、法適用化の背景・目的になりますが、地方公営企業として位置づけられてい

る下水道事業は、事業開始時に多くの自治体で官庁会計方式、いまの特別会計が採用され

て運営されてきました。

人口減少、少子高齢化、節水機器の普及により下水道使用料収入は減少し、既存施設の

老朽化対策を進めている中で、財政状況は厳しいものとなっております。

下水道事業は、「整備拡張の時代」から「維持管理の時代」にシフトし、維持内容の明確

化や事業経営の効率化、保有資産の適正管理による計画的な経営が求められており、令和

5年度までに企業会計方式とするように総務省から要請されております。

企業会計方式とすることで、資産状況や現金の動きを適正に把握した中長期的な投資・
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財政計画、類似団体との経営比較分析を行い、適正な料金体系や経営状況の「見える化」

を図ることが目的となっております。

続いて、3ページをお開きください。

3 ページにつきましては、総務省から示されている、公営企業会計適用拡大のロードマ

ップとなります。当町のロードマップは中段が該当となりまして、人口 3 万人未満の自治

体においても、平成 31 年度から令和 5 年度までを「拡大集中取組期間」とし、令和 6 年度

予算から企業会計とするように総務省から要請されており、これまでに固定資産台帳の整

備、条例改正等の準備を進めております。

続いて、4ページをお開きください。

法適用の効果を記載しております。主となる効果は経営状況の明確化となりまして、現

在、簡易水道事業も公営企業会計として運営しておりますが、企業会計では収支を損益取

引（3 条予算）、資本取引（4 条予算）と区分することから、経営状況を明確に把握するこ

とができ、その分析を通じて将来の経営計画が適切に策定できます。

また、企業会計方式では発生主義が採用されており、現金の収支を伴わない取り引きに

ついても経理されるため、一定期間内の特定時点の財務状況を明確にすることができます。

続いて、5ページをお開きください。

下水道事業の地方公営企業法適用に伴い、条例の整備が必要になります。

5 ページが新規の条例、6 ページが簡易水道事業条例と統合する条例、7 ページが新旧対

照表となります。

6 ページの条例については、経理等の事務処理が簡易水道事業と同様になることから、

簡易水道事業の条例に統合するものです。なお、こちらにつきましては 12 月の定例会で上

程予定です。

続いて、10 ページをお開きください。

令和 6年度から令和 10 年度までの 5年分の財務シミュレーションになります。

損益取引と資本取引に区分して作成しておりまして、現在も一般会計から約 1 億円を繰

り入れしておりますが、こちらについては地方公営企業法が適用になり、企業会計に移行

しても同様に毎年 1億円の繰り入れの基、運営をしていく形となります。

以上で、下水道事業地方公営企業法適用についての説明を終わらせていただきます。

安齋委員長 説明が終わりました。

なにかございますか。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 2時 47 分

再開 午後 2時 48 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

ほかなければ、建設水道課の説明をこれで終わりますので、ありがとうございました。

お疲れ様でした。

暫時、休憩をいたします。



- 44 -

休憩 午後 2時 48 分

再開 午後 2時 52 分

３．その他

＜商工観光創生室＞

・特産品の登録状況及び販路拡大事業の状況について

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

その他事項ということで、商工観光創生室のほうから特産品の登録状況及び販路拡大事

業の状況についてということで、説明があるそうですのでお願いいたします。

福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 産業経済課商工観光創生室の福井でございます。

私のほうで、調査事項 1 の特産品の登録状況及び販路拡大事業の状況について、ご説明

させていただきます。

2ページをお開きください。

1 の特産品の登録数につきまして、合計で 36 商品が登録されており、各年度の登録数は

記載のとおりとなっております。

2.特産品の種類の内訳につきましては、水産物関係が 11 商品、畜産物関係が 12 商品、

農産物関係が 1 商品、菓子・パン類が 7 商品、酒類が 1 商品で、美容品関係が 4 商品とな

ってございます。

3.取り組みの状況につきまして、（1）販路拡大事業は、自らの商品の販路拡大やブラッ

シュアップを目的に参加する、商談会などの旅費や出展料などの経費に対して補助してご

ざいます。

事業内容につきましては、令和 4 年度の実績は 3 件で、商談エリアは首都圏が 1 件、札

幌圏が 2件となっております。

令和 5 年度は 3 事業者から相談を受けており、商談予定エリアは札幌圏となってござい

ます。

事業の効果及び課題につきまして、商談会に参加することで百貨店担当者や商品開発担

当者からのアドバイス、また対面販売をすることで消費者のニーズの把握につながってご

ざいます。また、バイヤーとの関係性構築にもつながり、新たな催事や販路拡大にもつな

がってございます。

一方で、販路拡大などを考える事業者が固定されつつあることが課題となっているため、

事業の必要性を説明するとともに周知を図ってまいります。

3ページ目をご覧ください。

（2）特産品開発支援事業につきまして、ご説明いたします。

こちらは、町の資源を活用した特産品を開発することを目的に、試作に係る原材料や資

材費、パッケージデザイン費などの開発に係る経費に対して補助をしてございます。

事業内容につきましては、令和 4年度の実績は 4事業者で、5商品を開発しております。

令和 5年度は、3事業者から 4商品の相談を受けてございます。

事業の効果及び課題につきまして、補助制度により町内事業者の新商品開発意欲の向上
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につながってございます。

また、事業者との意見交換の中でブラッシュアップなど制度拡充についての意見がある

ため今後、検討をしていきたいと思ってございます。

以上で、特産品の登録状況及び販路拡大事業についての説明となります。よろしくお願

いいたします。

安齋委員長 なにかございますか。

平野委員。

平野委員 この特産品の登録みたいなことは、現鈴木町長が就任後、より特産品の付加価

値と言いますか、を付けようということではじめたことだと記憶していまして、その時に

令和 4 年・5 年までになっちゃうとちょっとわからないんですけれども、最初に 3 年度に

いま現在ある商品をどーんと登録しましたよね。その際に登録されたことによっての付加

価値を付けるために、例えば町から認定証じゃないですけれども、そういうのをそれが看

板なのか旗なのか商品のポップの部分なのかに配付するというかそういうことを言われた

のをちょっといま思い出して、その取り組みっていまやられていますか。

安齋委員長 福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 平野委員からのご質問でございますが、いま現在登録された

商品につきましては、認定証の配付と特産品の認定シールを事業者さんに配付してござい

まして、シールにつきましては各事業者さんが商品に張って販売をしていただいているよ

うな状況でございます。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 2時 57 分

再開 午後 3時 02 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

竹田副委員長。

竹田副委員長 木古内町の特産品、大変良い事業なのかなっていう思いもありますけれど

も、これ室長、例えば水産加工品 11 品目だとかってあるけれども、これ商品名だとかのそ

ういう整理したものってないの。例えば過去に令和 3 年は 28 品目、これには何々が特産品

として開発して商品化になっている。そのうち例えば自然となくなってしまったものがな

いのかどうなのかって、全てこの数が全部で 36 品目、これが残って木古内の特産としてあ

るのであれば、例えばこの商品についてはどこどこ、道の駅に行けば手に入るよだとかっ

ていう我々も聞かれた場合に答えようがないんですよ。何が開発されたかわからないんで

すよ。

それとやはり令和 5 年度のこの事業であっても特産品の部分が申請予定が 3 件っていう

ことで、まだ申請段階なの。これから特産品を開発するっていうことなの。いま 12 月だよ。

それで、3月まで間に合うんだ。だから、その隣の特産品開発支援事業についても同様、

申請件数が 3 件で 4 品目、これからかかってそんなに簡単なものなんだろうね。1 か月も

あればすぐできるんだ。だから、まずやはりいままでの過去に特産品として認定した商品
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名っていうか品目の資料っていうか、そういうものをやはり出して資料要求としてお願い

したいと思います。

安齋委員長 福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 特産品の商品の部分でございますが、木古内町の公式ホーム

ページのほうに特産品の認定になりました一覧は、写真付きで掲示してございますので、

こちらのほうをご覧いただければと思います。

また、販路拡大事業と特産品開発支援事業の令和 5 年度の部分でございますが、販路拡

大につきましては申請予定事業者さんから令和 6 年 1 月の催事と商談会を予定をしていま

すということで伺ってございます。

また、商品開発につきましても、いまアイディアのほうをほぼほぼかたまってきている

ということで、概ねこういうものを作りたいということで、だいたいの内容は伺ってござ

います。いま申請書を作成中ということで話を伺ってございますので、こちらも令和 6 年

3月末までには事業完了ができるということで、話は伺ってございます。以上です。

安齋委員長 令和 3 年度の 28 品目から減ったとか入れ替わったとかっていうのはないんで

すか。

福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 令和 3 年度の中で、今回ホームページの中で、いま現在販売

ができていないのがヒジキコロッケ、1 商品のみでございます。こちらは、いまヒジキの

ほうが確保ができなくて販売はいましてございませんということで、事業者さんのほうか

ら報告を受けてございます。

安齋委員長 又地委員。

又地委員 いろいろ特産品の開発をやってくれているというのはすごくありがたい話なん

だけれども、だけれどもそうは言いながらも、町民の税金を使っているわけで、令和 3 年

度は 28 品目あったし去年は 6 品目。そうすると令和 5 年度の部分は、さておいてもいいん

だけれども、例えば令和 3 年度の 28 品目、昨年の 6 品目、この中で商品開発をして以前と

して継続して早い話売れているとか、そういうものの報告をやはり資料として出してほし

いな。というのは、やはりそれなりにお金を出してやっているわけだ。そんな中で、費用

対効果ってまだ日にちが経っていないから年数が経っていないからそこまでは厳しく言わ

ないけれども、やはり商品開発をしてそれがどれくらい売れているのか。そうすると開発

をした人にどのくらいの恩恵があるのかなとかそういうことはやはり見ないとだめだと思

う。ただ、報告するだけならなにも意味もないし、たまたま例えばはこだて和牛コロッケ、

随分売れているようですよ。これは、ありがたいことですし、そのことによってサンメイ

トさんが年間の売り上げの例えば半分くらいあるんだとかってなればすごくこれも嬉しい

話だし、なおさら背中を押してやりたいなという気持ちにもなるわけだし、その辺ちゃん

と整理して 28 品目あるけれども、あるいは昨年 6 品目あるけれども、なんか先を見ると明

るい兆しが見える商品があるのかどうかとかそういうこともやはり担当室長として報告を

願えればありがたいなとそんなふうに思うんですけれども。

安齋委員長 福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 又地委員のご質問でございますが、各個店からある程度の売

り上げの報告はいただいてございます。いままでの特産品の認定が令和 3 年度から開始し
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てございまして、令和 4 年度が事業実績も終わっていますので、3 年度と 4 年度で全体を

とおしてだいたい 150 ％ぐらい、特産品認定を受けた商品の概ね報告をいただいている全

部ではないんですが、ある程度報告をいただいていますので、その中では 150 ％売上増と

いうことでまとめさせていただいてございますので、この認定事業がある一定程度の効果

があると担当としては思ってございます。

（「休憩」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 3時 10 分

再開 午後 3時 13 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

・木古内町観光交流センターの指定管理について

安齋委員長 それでは次、木古内町観光交流センターの指定管理についてということでお

願いいたします。

福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 その他案件の 1.木古内町観光交流センターの指定管理につい

て、ご説明させていただきます。

4ページをお開きください。

現在の木古内町観光交流センターの指定管理につきましては、令和 6 年 3 月 31 日で期間

満了となることから、令和 6 年度以降の指定管理に向け、方向性や各種事務手続きの流れ

などについて、ご説明をさせていただきます。

1.指定管理期間につきましては、前回と同様の 5 年間の期間を設定し、令和 6 年 4 月 1

日から令和 11 年 3 月 31 日までとしてございます。

2.指定管理者の選定につきまして、コロナの影響もありながらも令和 4年度には過去最

高の来館者が訪れた実績、並びに道南西部 9町の特産品に精通したセンター長やあらゆる

観光情報に対応できる観光コンシェルジュという専門性の高い職員を雇用していることか

ら、引き続き同じ指定管理者に運営してもらうことが最適であるため、次の根拠規定のと

おり現在の指定管理者であります、一般社団法人木古内公益振興社を指定管理者としたい

と考えてございます。

3.指定管理料の算定につきましては、令和 4年度決算実績及び令和 5年度決算見込みを

基に積算しております。

4.今後のスケジュールにつきまして、令和 5年第 4回木古内町議会定例会で債務負担行

為を提案させていただき、令和 6年 2 月までに指定管理者の選考作業、令和 6年 3 月の第

1回木古内町議会定例会で指定管理者の承認の提案をさせていただきます。

5ページをお開きください。
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指定管理料の考え方につきましては、先ほど言ったとおり 5年間とし、2の指定管理料

の算定方法につきましては、基本的には観光や施設の維持管理となる公益部門に要する経

費は、木古内町が負担します。物販関係の収益部門は、独立採算で行うものとし、指定管

理者が負担いたします。テナント、レストラン、レンタカーに関する収入は、指定管理者

に帰属します。

各年度の指定管理者が計上する収益については、現行と同様に 2分の 1 を翌年度に木古

内町に返還することとしてございます。

3.債務負担行為提案内容につきまして、5年間の指定管理料限度額は 7,645 万 9,000 円

となり、年平均では 1,529 万 2,000 円となります。

6ページをお開きください。

指定管理料の年度別積算表となります。

①の人件費は、センター長は物販や観光、維持管理などの統括を行うことから、観光と

維持管理部分として 3分の 2を指定管理料で負担いたします。

また、観光コンシェルジュ 2名は観光を中心にレンタカーや物販、維持管理などに携わ

ることから、観光と維持管理部分として 3分の 2 を負担いたします。

なお、その他パート職員などは物販に対応するものとなりますので、指定管理料では対

応してございません。

②業務費につきまして、観光情報を発信するホームページ関連費用やＷｉ－Ｆｉ、また

館内に掲示する観光情報等に要する各種印刷費用を指定管理料として積算してございます。

③の施設費につきまして、トイレなど公益部門の上下水道料金、共用部分の電気料、消

耗備品費のトイレットペーパーや掃除用洗剤、施設管理費の警備システムや電気保安管理

費、ワックスなどを指定管理料として積算してございます。

④のその他、維持管理などに係る支払い手数料を指定管理料として積算してございます。

①から④までが指定管理料として積算する金額となってございます。

下の表につきましては、町が想定します来客者数などを道の駅の収支シミュレーション

を行ってございます。

令和 4年度と今年度の来場者数の減少率を基に来場者数を算出してございます。

なお、今年度におきまして道の駅の中長期計画を策定中であり、木古内公益振興社や商

工会、観光協会などと協議を行ってございます。その中で、駅前ロータリーをドッグラン

に活用できないかとの意見があり、現在、北海道と協議を進めているところです。

また、商工事業者や一次産業者などと一緒になって盛り上げる仕組みづくりも検討して

ございます。これらの取り組みを進めることで、少しでも想定よりも収支が改善できるよ

うに木古内公益振興社と協力しながら進めてまいります。

以上で、木古内町観光交流センターの指定管理についての説明となります。よろしくお

願いいたします。

安齋委員長 説明が終わりました。

なにか聞きたいことはございますか。

平野委員。

平野委員 当初、国道沿いではなく駅近くに道の駅を建てることに対しては、様々な賛否

の意見が出た中、結果、公社さんの努力もあり、予想以上どころの騒ぎではない来館者さ
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んが来ていて、まさに木古内町の近年の観光の上昇は道の駅のおかげだというところであ

ります。その実績から見ても当然継続して指定管理することが相応しいと思うんですけれ

ども、一応確認でルール上、指定管理の年度更新を迎える際に、一般の募集とかそういう

のはしなくて良かったんでしたか、入札も含めて。そういうのはなく、もう一方的に町が

指定を再度するっていう形で良かったのかその確認と、あと指定管理料です。これまでも

売り上げ、利益が出たので町に戻ってきている年もありますし、ほぼほぼそういう年かな。

そんな中で、当初も 1,400 万ぐらいの試算だったと思うんですけれども、ただこれを見

ると人件費もいままでどおり、でも来館者数を見ると一般の物販の人達も実際コンシェル

だったりのほうに手を貸しているシーンも見たりしていて、町の人件費ではたしてどうな

のかなって思う部分も個人的にあります。その辺の調整はこの指定管理業者とのこれまで

の協議のもと、変わらないっていうことでこの試算になっているのかと、あと施設費です。

これも当初の設定金額とあまり変わらないように感ずるんですけれども、来館者数の数

を考えると例えば備品だとか、先ほどトイレの備品トイレットペーパーも含めたこの物も

含めて、当初の予定の数倍のそういう備品料がかかっていると思うんですけれども、それ

らも含めて指定管理料の見直しっていうのか、しっかりこの金額に設定に至ったのかどう

か確認させていただきたいと思います。

安齋委員長 福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 記載のとおりではあるんですが、木古内町の公の施設にかか

る指定管理者の指定手続きに関する条例等がございまして、こちらの第 2条の中にただし

書きがございます。

規則で定める場合、公募によらず、指定管理者の候補者として適当な団体を指名し、申

請を求めることができるという条例がございますので、こちらを使いましていまの指定管

理者を指定するという形になってございます。

もう一つが人件費です。道の駅のほうとこちらの積算をさせていただく際に、観光コン

シェルジュの人数ですとか、あと物販職員の部分につきましても、内容につきましては意

見交換させていただいて、積算をさせていただいてございます。

いま現在の観光コンシェルジュ 2名というところと、センター長の部分については、概

ね了解をいただいてございます。

施設費の部分でございます。施設費のこちらの部分につきましては、電気料ですとかあ

と水道料金、こちらにつきましては来客予定数にあわせて積算を改めてしてございますの

で、そちらも加味して基本的には増額させて、指定管理料として提案をさせていただいて

ございます。

安齋委員長 平野委員。

平野委員 びっくりするぐらい質問内容を覚えていなくて、私の質問の仕方が悪いと反省

しているところでございます。

まず 100 万ぐらい前の数字を見れていないんですけれども、上がったっていうのは概ね

施設費の増ということでいいのかな、もう一度確認させてください。

安齋委員長 福井（弘）室長。

福井（弘）商工観光創生室長 平野委員のご質問でございますが、言われるとおり施設費の

増額がメインとなってございます。
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安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 なければ、説明をこれで終了いたします。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 3時 23 分

再開 午後 3時 30 分

＜保健福祉課＞

・小規模多機能型居宅介護施設「さくら」の指定管理料について

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、保健福祉課のほうから説明がありますので、よろしくお願いいたします。

吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 それでは、私のほうから木古内町小規模多機能型居宅介護施設さ

くらの指定管理について、ご説明いたします。

資料の 2ページをお開きください。

木古内町小規模多機能型居宅介護施設さくらの運営につきましては、指定管理者制度を

活用し、現在、株式会社杉の木ケアサービスが指定管理者として運営を行っていますが、

指定期間が令和 6 年 3 月 31 日までとなっており、更新が必要となることから、次のとおり

更新に向けた事務を進めてまいりたいと考えております。

一つ目の指定管理期間につきましては、中長期的な視点により指定管理を行うため、ま

た、介護保険法の改正が 3 年に一度であることから、令和 6 年 4 月 1 日から令和 9 年 3 月

31 日までの 3年間としたいと考えております。

二つ目の指定管理者の選定につきましては、これまでの実績並びに小規模多機能型居宅

介護施設の管理者の資格を持つケアマネージャーや看護師・介護職員などの専門職を雇用

している株式会社杉の木ケアサービスと継続したいと考えております。

なお、公募によらず、現在の指定管理者と継続することの根拠といたしましては、木古

内町公の施設に係る指定管理者の指定手続に関する条例第 2 条第 1 項のただし書きに、「規

則で定める場合は、公募によらず、指定管理者の候補者として適当な団体を指名し、申請

を求めることができる。」と規定されておりまして、同条例の施行規則第 2 条第 1 号第 6 項

に「当該施設の事業内容に鑑み、事業の継続性や現在の指定管理者の能力・実績等から、

現在の指定管理者を引き続き指定することが最適であると客観的に認められる場合」と規

定されていることによるものです。

三つ目の指定管理料の算定につきましては、令和 4 年度の決算実績及び令和 5 年度決算

見込により積算しております。その内容につきましては、後ほど 4 ページでご説明いたし

ます。

四つ目の今後のスケジュールにつきましては、12 月の第 4 回定例会におきまして債務負

担行為の提案、来年 1 月から 2 月までの指定管理者選考作業を経て、3 月の第 1 回定例会

において、指定管理者の承認提案を行うこととしております。
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次に、3 ページをご覧いただきたいと思います。

指定管理料の考え方について、ご説明いたします。

一つ目の指定管理期間につきましては、先ほどご説明したとおりの 3 年間としたいと考

えております。

二つ目の指定管理料の算定方法につきましても、先ほどご説明したとおり、4 年度の実

績と 5年度の決算見込を基に積算しております。

また、指定管理者が計上した収益についてですが、プラス収支となった場合には翌年度

の運営資金とし、マイナス収支となった場合には、翌年度に町が負担することとしており

ます。

三つ目の債務負担行為の提案につきましては、令和 6 年度から 8 年度までの 3 か年で、

限度額を 2,597 万 7,000 円、年平均にすると 865 万 9,000 円で提案したいと考えておりま

す。

次に、4ページをお開き願います。

指定管理料の年度別積算額について、表にしたものです。

利用登録者数につきましては、月平均の利用登録見込者数として、令和 6 年度は 8 人、7

年度は 8.5 人、8年度は 9 人を見込んでおります。

次に収入ですが、介護保険収入につきましては、現在の利用登録者の介護度を参考に、

利用登録見込者の介護度を想定し、介護報酬及び加算額を積算しております。

利用者負担につきましても、現在の利用登録者の利用状況等を参考に、利用見込を想定

して宿泊費及び食費を積算しております。

次に支出についてですが、人件費につきましては記載のとおりで、現在さくらに勤務さ

れております職員数を基に積算をしております。

事業費につきましては、給食材料費、カラオケ設備等の借上料などの教養娯楽費、光熱

水費、ガソリン代などの車両費等となっております。

また、事務費につきましては、電話料などの通信運搬費、各種消耗品費、会計事務所へ

の業務委託費等となっております。

以上で、小規模多機能型居宅介護施設さくらの指定管理について、説明を終わります。

よろしくお願いいたします。

安齋委員長 説明が終わりました。

なにか確認したいこと、聞きたいことはありますか。

東出委員。

東出委員 いま課長達上がってくる前に産業経済課で同じ指定管理料で、そこの道の駅の

ところで、5 年間の債務負担行為をとるんですけれども、今回のさくらさんに関しては、3

か年ですよね。その辺の部分っていうのは、どういう違いでこうなっているのかなという

ふうに単純な疑問があるんですよ。その辺ちょっとお答えいただきたいのと、それから時

期を私すっかりど忘れしてしまっているんですけれども、さくらに関しては去年ですか、

確か追加補正、ことしですか、したんですけれども、その辺っていうのはやはり指定管理

料の算出する時に、本当にど忘れして申し訳ないんです。令和 5 年から先のほうのやつは

いくらだったかなというふうにちょっと私自身もど忘れしているんだけれども、その辺を

加味した中での約 800 何十万っていうふうに増額したのかどうなのか。
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それともう 1 点は、令和 4 年度の決算実績及び 5 年度の決算見込ってあるんですけれど

も、4 年度は決算委員会でおそらく報告しているから、ここはお聞きしません。5 年度の決

算見込、これをやはりあなた達もベースとしているんだけれども、5 年度の決算見込はど

れくらいになるのかちょっとお知らせ願いたいなと思います。以上。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 まず 1 点目の債務負担行為の期間を 3 年間にした理由ということ

ですけれども、資料のほうに指定管理の期間については、介護保険法の改正が 3 年間とい

うことで、いま 6年度に改正がありますので、それにあわせてということでご理解

いただければと思います。

それと、今回の積算につきましては、前回足りなくなった年度もあるということで、想

定したよりも一番当初の利用者数からすると、大幅に利用者が少なかったということで、

今回は現実的に考えられる利用者数等を想定しましてこの金額で積算をして、今回は 5 年

度よりも指定管理料については増額という形にはなっております。

5 年度の決算見込ですけれども、収支につきましては約 330 万円ほどの赤字が見込まれ

るということで想定しております。以上です。

安齋委員長 東出委員。

東出委員 大変申し訳ございませんでした。そうですよね、介護保険の制度でこれを見直

していかなきゃならない、私の勉強不足で申し訳ございません。ただ、そうしますと 5 年

度決算見込で約 330 万の赤字が出ますよということで、そうしたことを加味しながら今後

3 年間の分については指定管理料については、増額っていうかなちょうどいい線をという

ことであれしたんだけれども、ただこれっていうのはどうなんでしょう。最終的に大変厳

しくなってくるのかなという気もするし、そうすると道の駅さんなんかは収益が出れば収

益の 2 分の 1 が町に返還するというふうな一つの約束事があるんだけれども、いま聞いて

いる限りではそれどころじゃなくて、指定管理料がややもしたらまだまだ増えていくのか

なといういまのこの社会情勢からいけばそんな考え方もあるんだけれども、やはりその辺

は将来的にあなた達のほうでは、さくらさんのほうとどういう協議をしているのかなとい

うふうに私疑問に思うんですけれども、率直な意見があれば教えていただきたいと思いま

す。

（「関連」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 竹田副委員長。

竹田副委員長 同僚委員と同じ考え方なんですが、やはり利用者の推移を見ると毎年コン

マ 5 ずつ上がっているんですよ。やはり人口が減少になって高齢化率はだいたい横ばいっ

ていう現象ですけれども、やはり特養の施設入所を見ても厳しい状況なんですよね。

それとやはりいま報告された 5 年度の決算見込でも厳しいと。そういう中で、こういう

例えば数字を出すっていうのはどうなんでしょうね。もう少し年度途中で補正をしなくて

もいいようなやはり指定管理にすべきじゃないのかなと思うんだけれども、どっちにして

ももし余剰金が出ればいまの道の駅と同様に、町に 2 分の 1 還元する形になっているわけ

だから、なっていない。だから、それであればもう少しやはりこういうギリギリの毎年不

足が出るような数字でなく、もう少しやはり経営的に余裕のある指定管理にすべきじゃな

いのかなっていう気がします。その辺について再考できるのかどうなのか。
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安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 ありがとうございます。

今回の算定につきましては、あくまでもいま 4 年度の実績あるいは 5 年度の実績見込と

いうことで、確実だというわけではないですけれども、過度に収入を見込んだりとか支出

を少なくしたりとかということではなくて、これで積算としては十分間に合うということ

で実績をもとに積算しております。ただ、先ほど竹田委員もおっしゃいましたとおり、利

用者がこれから減っていくとかということになればまたちょっと状況は変わってきますが、

利用状況とすれば概ね横ばいあるいは少しずつ上がっていくというような見込みを立てて

おりますので、それでこの金額で間に合うというような積算の仕方をしております。以上

です。

安齋委員長 東出委員。

東出委員 そしていまあれしたんだけれども、かたや人件費の 3 分の 2 より見ていないん

ですよ。ところがこっちのほうは人件費、丸々抱えているんですよ。これっていうのは、

指定管理料をこれから債務負担行為をおこしていくんだけれども、かたや利益が出ている

から丸々もたないで 3分の 2にしているのか、それともこっちは大変厳しいということで、

人件費を丸々抱えたのかどうか、その辺っていうのは副町長その辺の見解はどういうふう

になっていますか。今回の債務負担行為をするにあたって。

安齋委員長 副町長。

羽沢副町長 そもそもの事業の形態等が全く異質なものですから、3 分の 2 だ 100 ％だの

考え方は当てはまらないと思うんですよね。道の駅は利益を追求すれば、なにか手を打て

ば、なにかやれば収入は増えますが、介護保険料は定額ですし利用者が増えなければ増え

ませんし、介護保険事業自体が利益を追求する事業ではございませんので、それを人件費

3 分の 2 という考えは到底もてないという考えになりますので、あくまでも収入と支出の

差し引き分をそこを町がこの事業として小多機のこの事業は必要ですので、しっかりと負

担していくという考えのもとこのような積算になっております。以上です。

安齋委員長 廣瀬委員。

廣瀬委員 実績によっての積算というのは、よくわかりました。3 ページに算定方法（2）

番で、プラスになった場合は翌年度の運営資金とするというこういうふうになればいいな

と思うんですけれども、以前に指摘して前に人的問題で 24 時間やれなかったという状況も

続いていると。単純にこの積算のやつを見れば 12 名、3 名増えればだいたいちょんちょん

くらいになるのかなっていう感覚で、それに伴って前の指摘もそうだったんですけれども

今後、町としてのそういう指導というのは行ったのかどうか。それとも絶えず、そういう

話をして運営しているのかどうかっていうのをちょっとお聞きしたいです。

安齋委員長 吉田（宏）課長。

吉田（宏）保健福祉課長 現在の職員の数ですけれども、先ほど説明の資料の 4 ページにあ

る人件費の部分のところに載っている人数が現在、さくらのほうの職員数ということで 8

名になっているんですけれども、さくらのほうの管理者のほうにこの人数で何人くらいま

で対応は可能でしょうかということで利用者の確認をしたところ、12 人くらいまでは対応

できますよということでしたし、その中で宿泊のほうも可能だということで伺っておりま

すので、そういうことで確認をしております。
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安齋委員長 ほか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 あとは定例会ということで、お願いします。

それでは、保健福祉課の説明を終わります。

どうもお疲れ様でした。

羽沢副町長からなにかあるそうなので、副町長。

羽沢副町長 きょうは、資料が間に合わなくて口頭でのお知らせと言いますか情報共有と

言いますか、情報提供になるんですけれども先週、道のほうから物価対応重点支援地方創

生臨時交付金、また交付金のほうが各市町村に交付されるということで、限度額のメール

でですけれども連絡がありました。その中で、事業を二つほど取り込もうというふうに現

在、考えております。これは、定例会で補正予算で提案いたしますので、そこで議論して

いただくことになろうかと思いますが、一つは 7万円の低所得世帯への給付です。これは、

国が行っている事業、1 回目 3 万円で行っておりまして、今回 7 万円、2 回目ということに

なりますので、これを一つ事業として提案いたしますのと、もう 1 点が物価高騰対策とい

うことで、第 7 弾になりますが商品券、1 人あたり 5,000 円の商品券を 12 月定例会に提案

したいというふうに考えております。本来であればペーパーを用意して皆様方にお知らせ

したかったんですけれども、ちょっと時間がなかったのという言い訳をして口頭でという

ことで、あと内容の審議につきましては、定例会の当日にお願いしたいと思います。以上

でございます。時間をいただきまして、ありがとうございます。

安齋委員長 なにか確認したいこととかありますか。

（「なし」と呼ぶ声あり）

安齋委員長 暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 3時 52 分

再開 午後 4時 03 分

４．意見書

No.1 刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書

No.2 肥料、燃油などの生産資材等高騰対策の強化を求める意見書

No.3 道教委「これからの高校づくりに関する指針」を見直しすべての子どもにゆたかな学びを保

障する高校教育を求める意見書

No.4 年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

それでは、意見書について議論したいと思います。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 4時 04 分

再開 午後 4時 20 分
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安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

決をとりたいと思いますが、採択・不採択、不採択という意見がありますので、不採択

といたします。

以上で、意見書 4 件につきましては、1 件目・2 件目・3 件目を採択、4 件目を不採択と

いうふうに決定いたしました。

５．閉会中の所管事務調査について

６．所管事務調査報告書について

７．その他

安齋委員長 それでは次、閉会中の所管事務調査について、事務局のほうから説明をして

いただきます。

暫時、休憩をいたします。

休憩 午後 4時 22 分

再開 午後 4時 29 分

安齋委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。

以上をもちまして、第 7回総務・経済常任委員会を終了いたします。

どうもお疲れ様でした。
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説明員：羽沢副町長、西山病院事業事務局長、西嶋主査

東特別養護老人ホームいさりび事務長、構口建設水道課長、小西主査

木本（邦）主査、岩本主査、石川主査、佐藤（翔）主事、加納技師

中山産業経済課長、福井（弘）商工観光創生室長、中川主査

吉田（宏）保健福祉課長、後藤主査

【傍聴（議会モニター）】

苅部礼司、後藤美津江、松䑓祐吉、舘政俊春

【報道】

（函新）今井支局長

総務・経済常任委員会

委員長 安 齋 彰


